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▼町内は国際色いっぱい

▼第23回参議院議員通常選挙投開票結果
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ラ
ト
ビ
ア
・
ル
ー

イ
エ
ナ
町
と
の
姉
妹

提
携
交
流
５
年
目
の

今
年
、
８
月
に
ラ
ト

ビ
ア
に
帰
国
予
定
の

ペ
ー
テ
リ
ス
・
ヴ
ァ

イ
ヴ
ァ
ル
ス
駐
日
大

使
が
同
行
し
て
、
同

町
訪
問
団
18
人
が
来

訪
し
、
町
内
の
農
業
、

教
育
施
設
な
ど
を
中

心
に
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
川
高
校
、
幼
児

セ
ン
タ
ー
、
東
川
小
学
校
の
建

設
現
場
、
東
川
中
学
校
な
ど
教

育
現
場
や
、
比
布
町
の
メ
ロ
ン

農
家
、
町
内
の
稲
作
、
ト
マ
ト

生
産
農
家
を
回
っ
て
町
の
農
業

の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

会
社
組
織
で
大
規
模
農
業
経

営
を
し
て
い

る
㈱
丸
巳

（
矢
澤
睦
社

長
）
で
は
、

野
菜
の
雪
氷

冷
房
冷
蔵
施

設
の
大
き
さ

と
機
能
に
び

っ
く
り
。

「
前
の
訪
問

の
時
か
ら
着

実
に
発
展
し

て
い
る
」

（
グ
ラ
ド
キ
ン
ス
町
長
）
と
町

の
発
展
ぶ
り
に
驚
き
の
様
子
。

シ
イ
タ
ケ
菌
床
施
設
、
大
根
の

自
動
洗
浄
・
出
荷
ラ
イ
ン
な
ど

に
も
興
味
を
み
せ
質
問
が
続
出

し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ド
キ
ン
ス
町
長
は
最
終

日
、
松
岡
市
郎
町
長
に
「
友
情

の
木
」
を
贈
り
「
一
番
大
切
な

こ
と
は
人
と
人
と
の
交
流
、
そ

し
て
交
流
し
よ
う
と
す
る
心
。

わ
れ
わ
れ
の
友
情
の
木
も
風
に

吹
か
れ
、
大
地
で
耐
え
、
美
し

い
葉
を
茂
ら
せ
よ
う
」
と
願
い

を
込
め
ま
し
た
。

　

５
年
前
、
両
町
の
姉
妹
都
市

締
結
を
取
り
持
っ
た
ヴ
ァ
イ

ヴ
ァ
ル
ス
大
使
は
、
誕
生
祝
い

の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
感
慨
ひ
と
し
お
。

「
７
年
間
の
任
期
中
、
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
の
は
ル
ー
イ
エ

ナ
と
東
川
町
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

今
後
も
両
町
に
と
っ
て
良
い
交

流
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
い

を
託
し
ま
し
た
。

ル
ー
イ
エ
ナ
、韓
国
・
長
水
郡
の

高
校
生
も
語
学
研
修
で
来
町

　

同
町
と
の
交
流
で
は
、
ル
ー

イ
エ
ナ
高
校
か
ら
高
校
生
４
人

が
日
本
語
研
修
と
日
本
文
化
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
訪
れ
、
約
１

カ
月
間
短
期
研
修
。
町
民
体
育

祭
に
も
出
場
し
て
町
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

９
月
、
町
か
ら
は
町
内
の
高

校
生
４
人
が
ル
ー
イ
エ
ナ
町
を

訪
れ
る
予
定
で
す
。

　

一
方
、
今
年
1
月
に
「
友
好

交
流
・
協
力
意
向
書
」
を
交
わ

し
た
韓
国
・
長
水
郡
か
ら
は
、

同
郡
か
ら
初
め
て
の
日
本
語
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
生
と
し
て
、

７
月
11
日
か
ら
１
カ
月
間
、
高

校
生
６
人
が
来
町
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
の
習
得
に
加
え
て
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
陶
芸
・
工
芸

体
験
、
旭
川
市
内
の
高
校
生
と

一
緒
に
交
流
、
写
真
甲
子
園
を

見
学
な
ど
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。

東
川
町
で
短
い
夏
を
満
喫
し
て

も
ら
う
予
定
で
す
。

　

７
月
、ラ
ト
ビ
ア・ル
ー
イ
エ
ナ
町
か
ら
グ
ン
テ
ィ
ス・グ
ラ
ド
キ
ン
ス
町
長
ら
訪
問
団
一
行
が
２
年
ぶ
り
に
来
町
し
ま

し
た
。同
町
の
高
校
生
４
人
も
日
本
語
研
修
プ
ラ
ン
で
来
町
、加
え
て
韓
国・長
水
郡
か
ら
も
高
校
生
が
初
め
て
語
学

研
修
生
と
し
て
来
ま
し
た
。台
湾
、中
国
か
ら
来
町
し
て
い
る
語
学
研
修
生
を
加
え
て
、海
外
か
ら
の
来
訪
者
が
続
々
。

町
内
は
国
際
色
豊
か
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

７
月
、ラ
ト
ビ
ア・ル
ー
イ
エ
ナ
町
か
ら
グ
ン
テ
ィ
ス・グ
ラ
ド
キ
ン
ス
町
長
ら
訪
問
団
一
行
が
２
年
ぶ
り
に
来
町
し
ま

し
た
。同
町
の
高
校
生
４
人
も
日
本
語
研
修
プ
ラ
ン
で
来
町
、加
え
て
韓
国・長
水
郡
か
ら
も
高
校
生
が
初
め
て
語
学

研
修
生
と
し
て
来
ま
し
た
。台
湾
、中
国
か
ら
来
町
し
て
い
る
語
学
研
修
生
を
加
え
て
、海
外
か
ら
の
来
訪
者
が
続
々
。

町
内
は
国
際
色
豊
か
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ルーイエナ町から来町した高校生４人が日本語の
基礎研修（役場で）

ルーイエナ町から「友情の木」のプレゼント
（お別れパーティーで）

韓国長水郡から高校生が日本語研修に来町
（歓迎焼き肉パーティーで）

町
内
は
国
際
色
い
っ
ぱ
い

ル
ー
イ
エ
ナ
町
か
ら
訪
問
団
、長
水
郡
の
高
校
生
も
語
学
研
修
に

町
内
は
国
際
色
い
っ
ぱ
い

ル
ー
イ
エ
ナ
町
か
ら
訪
問
団
、長
水
郡
の
高
校
生
も
語
学
研
修
に
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今
春
、
雪
解
け
に
よ
る
大
規
模
な
土
砂
崩

れ
が
見
つ
か
っ
た
天
人
峡
地
区
羽
衣
の
滝
周

辺
の
状
況
を
調
べ
る
た
め
、
７
月
４
日
関
係

機
関
が
羽
衣
の
滝
土
砂
崩
れ
現
場
を
現
地
調

査
し
ま
し
た
。

　

上
川
総
合
振
興
局
南
部
森
林
室
、
北
海
道

森
林
管
理
局
上
川
中
部
森
林
管
理
署
旭
川
事

務
所
、
環
境
省
東
川
自
然
保
護
官
事
務
所
、

旭
川
東
警
察
署
、
東
川
町
の
職
員
ら
関
係
機

関
が
そ
ろ
っ
て
現
場
確
認
し
ま
し
た
。

　

５
月
に
土
砂
崩
れ
発
見
後
、
川
床
部
、
遊

歩
道
、
河
川
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
は
、
そ
の

後
人
力
の
手
作
業
で
現
在
ほ
ぼ
整
理
を
終
え

た
状
態
。
今
後
の
本
格
的
な
土
砂
の
搬
出
、

復
旧
と
、
羽
衣
の
滝
を
見
学
す
る
た
め
に
設

置
し
て
あ
っ
た
見
晴
ら
し
台
と
そ
の
周
辺
整

備
は
、
膨
大
な
土
砂
と
残
雪
が
堆
積
し
た
ま

ま
で
現
状
は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
す
。

　

こ
の
日
の
現
場
確
認
の
結
果
、
「
現
場
に

至
る
遊
歩
道
が
狭
く
、
本
格
的
な
復
旧
作
業

の
た
め
の
重
機
類
が
入
れ
な
い
」
「
ど
の
よ

う
な
復
旧
対
策
が
必
要
か
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
さ
ら
に
専
門
家
の
調
査
、
結
果

を
経
て
の
対
策
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
季
の
羽
衣
の
滝
へ
の
一
般
の
出
入
り
解

禁
は
、
今
後
と
も
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
パ
パ
ー
！
」
と
泣
き
出
し
て
し
ま
う
子
も
。

　

キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
は
、
足
こ
ぎ
式
の
幼
児
用

ペ
ダ
ル
な
し
自
転
車
。
２
歳
児
か
ら
６
歳
児

ま
で
年
齢
別
に
分
か
れ
て
50
㍍
か
ら
１
５
０

㍍
の
芝
コ
ー
ス
で
速
さ
を
競
い
ま
し
た
。

　

公
園
内
で
は
、
旭
川
市
内
の
新
聞
社
主
催

の
第
２
回
ラ
イ
ナ
ー
感
謝
祭
も
同
時
開
催
。

飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
長
蛇
の
列
が
出
来
て

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
、
第
２
回
北
海
道
キ
ッ
ズ
バ
イ

ク
カ
ッ
プ
ひ
が
し
か
わ
大
会
が
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
歳
児
か
ら
６
歳
児
ま
で
１
７
３
人
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
遠
く
京
都
府
内
、
稚

内
市
、
桧
山
管
内
厚
沢
部
町
か
ら
初
参
加
と

い
う
親
子
連
れ
も
。
２
歳
児
は
、
マ
マ
、
パ

パ
の
誘
導
Ｏ
Ｋ
。
「
こ
っ
ち
だ
よ
ー
」
と
い

う
声
を
目
指
し
て
、
一
生
懸
命
前
に
進
み
ま

し
た
。
で
も
途
中
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

　

７
月
15
日
、
文
化
交
流
館

で
年
１
回
恒
例
の
図
書
ま
つ

り
を
開
き
ま
し
た
。

　

同
館
の
図
書
室
、
自
宅
で

い
ら
な
く
な
っ
た
本
を
一
堂

に
集
め
、
無
料
で
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
古
本
リ
サ
イ
ク
ル
と

お
は
な
し
会
に
た
く
さ
ん
の

子
供
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
人
気
の
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
３
つ
の
台

に
一
般
書
、
児
童
書
な
ど
が

ず
ら
り
。
開
館
と
同
時
に
い
っ
ぱ
い
の
家
族

連
れ
が
集
ま
り
、
掘
り
出
し
物
探
し
に
夢
中
。

　

「
海
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
海
や
夏
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
を
選

び
ま
し
た
。
「
う
み
の
み

ず
は
な
ぜ
か
ら
い
」
（
脚

本
・
水
谷
章
三
、
絵
・
藤

田
勝
治
、
童
心
社
）
、

「
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
」

（
作
・
絵
、
マ
ー
カ
ス
・

フ
ィ
ス
タ
ー
、
翻
訳
・
谷

川
俊
太
郎
、
講
談
社
）
な

ど
３
つ
の
お
話
が
登
場
。

お
は
な
し
の
会
ピ
ッ
ピ
の

メ
ン
バ
ー
、
旭
川
こ
ど
も

冨
貴
堂
の
福
田
洋
子
店
長
が
絵
本
の
世
界
に

案
内
し
ま
し
た
。

古
本
リ
サ
イ
ク
ル
、お
は
な
し
会
に
子
供
た
ち
い
っ
ぱ
い

古
本
リ
サ
イ
ク
ル
、お
は
な
し
会
に
子
供
た
ち
い
っ
ぱ
い

遅
い
春
告
げ
る
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
開
花
〜
旭
岳
温
泉

遅
い
春
告
げ
る
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
開
花
〜
旭
岳
温
泉

天
人
峡
羽
衣
の
滝
で
現
地
調
査

天
人
峡
羽
衣
の
滝
で
現
地
調
査

今
年
も
熱
戦
＆
お
祭
り
気
分
〜
町
民
体
育
祭

今
年
も
熱
戦
＆
お
祭
り
気
分
〜
町
民
体
育
祭

　

町
と
東
ア
ジ
ア
地
域
と
の

多
様
な
交
流
促
進
を
進
め
る

東
川
町
東
ア
ジ
ア
地
域
交
流

促
進
協
議
会
の
第
２
回
協
議

会
が
６
月
29
日
、
役
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

各
国
か
ら
８
人
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
出
席
し
ま
し
た
。

タ
イ
か
ら
小
田
哲
タ
イ
・
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

社
社
長
が
新
た
に
加
わ
り
、

タ
イ
の
ラ
ジ
ャ
ハ
ト
・
マ
ハ
サ
ラ
カ
ム
大
学

か
ら
ウ
イ
タ
ヤ
・
チ
ャ
ロ
エ
ン
シ
リ
学
長
、

同
大
学
サ
ラ
フ
ァ
ト
・
ロ
イ
ウ
ィ
ラ
ト
教
授

の
２
人
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

リ
ュ
ウ
・
ク
ア
ン
ソ
ク
（
柳
光
錫
）
さ
ん

（
韓
国
）
は
「
22
年
前
の
今
ご
ろ
は
専
門
学

校
生
と
し
て
こ
の
町
に
来
て
い
ま
し
た
。
結

婚
後
新
婚
旅
行
で
も
日
本
に
来
て
、
仕
事
上

日
本
全
国
の
商
社
の
人
と
毎
月
会
う
よ
う
に

な
っ
て
東
川
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

台
湾
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
大
隅
千
晶
さ
ん

（
エ
ノ
産
業
台
湾
駐
在
事
務
所
）
は
「
去
年

の
成
果
は
、
文
化
交
流
と
観
光
誘
致
。
台
湾

合
唱
団
に
来
町
し
て
も
ら
い
、
ラ
ジ
オ
番
組

の
中
で
も
『
台
湾
―
東
川
』
を
結
ん
で
観
光

Ｐ
Ｒ
も
し
た
。
今
年
は
民
族

交
流
と
し
て
、
台
湾
と
旭
川

ア
イ
ヌ
の
先
住
民
族
同
士
で

交
流
を
予
定
。
来
年
の
旭
岳

ヌ
プ
イ
コ
ロ
カ
ム
イ
ノ
ミ
の

儀
式
に
も
招
き
た
い
」
と
意

欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

中
国
・
上
海
の
呉
奇

（
ゴ
・
キ
）
さ
ん
（
石
狩
水

産
品
有
限
公
司
代
表
）
は

「
中
国
は
観
光
ビ
ザ
が
な
い

の
で
、
ビ
ザ
を
取
る
こ
と
が
大
き
な
難
関
だ

が
、
夏
休
み
、
冬
休
み
に
親
子
で
楽
し
く
日

本
文
化
に
触
れ
る
、
と
い
う
観
光
プ
ラ
ン
が

い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
前
日
に
降
っ
た
雨
で
地
面
が
濡
れ

て
し
ま
い
、
桜
の
下
の
宴
は
急
き
ょ
中
止
に
。

代
わ
っ
て
テ
ン
ト
内
で
観
光
客
の
皆
さ
ん
に

振
る
舞
い
酒
と
手
作
り
の
料
理
を
サ
ー
ビ
ス

し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
観
光
客
は
、
初
夏
に
か
れ
ん
な
淡

い
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
る
高
山
の
桜
に
興

味
津
々
。
「
か
わ
い
い
」
と
持
参
の
カ
メ
ラ

で
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
姿
も
。

　

今
年
の
開
花
は
、
昨
年
の
満
開
時
期
よ
り

10
日
遅
れ
。
例
年
よ
り
遅
い
夏
山
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
し
た
。

　

日
本
一
遅
い
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
旭
岳
温

泉
の
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
去
年
よ
り
約
２
週
間

遅
れ
で
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

６
月
下
旬
、
旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
麓
駅

前
の
散
策
路
内
で
つ
つ
ま
し
く
群
生
し
て
い

る
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
１
割
ほ
ど
開
花
。
26
日
、

温
泉
街
の
皆
さ
ん
が
恒
例
の
花
見
を
行
い
ま

し
た
。

　

受
け
付
け
用
テ
ン
ト
を
張
っ
て
準
備
万
端
。

　

７
月
７
日
、
町
民
運
動
公

園
で
第
35
回
東
川
町
民
体
育

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
地
区
対
抗
９
チ
ー

ム
、
シ
ニ
ア
７
ク
ラ
ブ
約
５

０
０
人
の
町
民
が
集
ま
り
、

南
町
３
丁
目
チ
ー
ム
が
約
10

年
ぶ
り
に
参
戦
。
ゲ
ー
ム
や

チ
ー
ム
テ
ン
ト
後
方
の
芝
生

で
焼
き
肉
、
焼
き
鳥
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
に

お
い
に
そ
そ
ら
れ
て
お
祭
り
気
分
も
上
々
で

す
。
ラ
ト
ビ
ア
か
ら
来
町
し
た
高
校
生
４
人

も
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

競
技
成
績
は
、
東
川
第
三
チ
ー
ム
が
圧
倒

的
な
チ
ー
ム
力
を
見
せ
て
全
町
百
足
、
全
町

キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
大
会
、マ
マ
も
パ
パ
も
大
興
奮

キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
大
会
、マ
マ
も
パ
パ
も
大
興
奮

東
ア
ジ
ア
地
域
交
流
の
会
議
、タ
イ
か
ら
初
参
加

東
ア
ジ
ア
地
域
交
流
の
会
議
、タ
イ
か
ら
初
参
加

混
成
リ
レ
ー
で
連
続
優

勝
。
全
町
綱
引
き
は
、

第
二
地
区
の
展
望
閣

チ
ー
ム
が
２
年
ぶ
り
に

勝
利
を
奪
還
し
ま
し
た
。

▼
全
町
俵
か
つ
ぎ
リ

レ
ー
（
男
子
）　

①
東

川
第
三
Ｂ
②
役
場
③
東

川
第
三
Ａ
▼
同
（
女
子
）

　

①
東
川
第
三
②
役
場
③
北
工
学
園
▼
全
町

百
足
競
争　

①
東
川
第
三
Ｂ
②
東
川
第
三
Ａ

③
役
場
▼
全
町
混
成
リ
レ
ー　

①
東
川
第
三

②
展
望
閣
③
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
互
助
会
▼
全

町
綱
引
き　

①
展
望
閣
②
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
北

町
３
丁
目
③
東
川
第
三

スパイダーマンも登場（交換短期留学の
ラトビア高校生、台湾から来た語学研修
生と一緒にポーズ）
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７
月
７
日
、
東
14
号
共
同
墓
地
で
中
国
人

強
制
連
行
事
件
殉
難
烈
士
（
じ
ゅ
ん
な
ん
れ

っ
し
）
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
慰
霊
碑
管
理
委
員
会
（
代
表
委
員
・
林

次
男
東
和
土
地
改
良
区
理
事
長
）
が
主
体
と

な
っ
て
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。
旭
川
市
内
、

東
川
町
内
な
ど
か
ら
今
年
も
関
係
者
約
70
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

林
委
員
長
は
「
戦
時
中
、
中
国
人
強
制
労

働
だ
け
で
な
く
、
中
国
人
以
上
の
多
く
の
朝

鮮
人
が
強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
た
事
実
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
密
接
に
関
係
す
る
事

実
と
し
て
厳
粛
に
受
け
止
め
、
遺
骨
発
掘
や

慰
霊
の
運
動
に
も
積
極
的
に
協
力
を
し
て
い

き
た
い
」
と
改
め
て
日
中
韓
の
平
和
と
友
好

の
誓
い
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

終
戦
の
前
年
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
、

忠
別
川
江
卸
発
電
所
建
設
と
、
関
連
の
か
ん

が
い
用
遊
水
池
建
設
事
業
の
労
働
力
と
し
て
、

３
３
８
人
の
中
国
人
が
強
制
連
行
さ
れ
て
来

ま
し
た
。
連
行
途
中
に
34
人
が
死
亡
し
、
劣

悪
な
強
制
労
働
で
遊
水
池
の
完
成
ま
で
に
88

人
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
間
２
２

１
人
の
負
傷
者
、
病
気
罹
患
（
り
か
ん
）
者

も
出
し
、
生
存
者
は
何
ら
か
の
病
気
、
負
傷

を
負
い
ま
し
た
。

　

こ
の
過
酷
な
実
態
を
後
世
に
残
す
た
め
、

１
９
７
２
（
同
47
）
年
に
慰
霊
碑
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

き
、
来
年
開
拓
１
２
０
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
日
の
発
展
を
築
い
て
き
た
先

人
に
感
謝
し
ま
す
」
と
追
悼
し
ま
し
た
。

　

追
悼
式
典
に
先
立
っ
て
行
っ
て
い
る
恒
例

の
慰
霊
音
楽
行
進
は
、
当
日
直
前
の
降
雨
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
第
２
音
楽
隊

な
ど
が
出
演
し
た
演
奏
会
、
協
賛
行
事
の
芸

能
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
例
年
通
り
行
い
、
多
く
の
町
民
が
楽
し
み

ま
し
た
。

　

７
月
６
日
、
東
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
川
上
隆
司
会
長
）
主
催
の
東
川
町
慰
霊
祭

が
平
和
と
開
拓
の
碑
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
拓
功
労
者
、
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和

の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
毎
年
開
い
て
い

ま
す
。
会
場
に
は
、
遺
族
会
の
町
内
関
係
者
、

福
祉
団
体
関
係
者
ら
約
１
０
０
人
が
参
列
し

ま
し
た
。
松
岡
市
郎
町
長
は
「
２
１
３
柱
の

戦
没
者
、
２
５
０
柱
の
開
拓
功
労
者
の
先
人

の
英
知
と
開
拓
魂
で
１
１
９
年
の
歴
史
を
築

　

北
海
道
消
防
協
会
上
川
地
方
支

部
上
川
中
央
分
会
（
中
井
廣
明
分

会
長
）
の
第
36
回
上
川
中
央
分
会

消
防
訓
練
大
会
が
７
月
５
日
、
東

川
町
の
役
場
周
辺
中
心
市
街
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
川
中
央
部
８
町
の
消
防
団
約

２
６
０
人
が
結
集
。
「
東
町
１
丁

目
中
心
地
区
住
宅
街
の
法
城
寺
周

辺
か
ら
出
火
、
折
か
ら
の
強
風
に
よ
っ
て
一

帯
で
大
火
災
が
発
生
」
と
の
想
定
で
訓
練
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

市
街
地
区
で
大
規
模
火
災
が
発
生
、
近
隣

の
消
防
団
が
連
携
し
て
火
災
防
御
活
動
を
展

開
す
る
と
い
う
訓
練
展
示
。
各
町
か
ら
出
動

し
た
消
防
車
13
台
が
放
水
に
よ

る
迅
速
な
火
災
防
御
活
動
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

８
町
の
消
防
団
は
、
広
域
消

防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
い
て

大
規
模
火
災
・
災
害
時
に
相
互

応
援
出
動
す
る
こ
と
を
取
り
決

め
、
毎
年
各
町
を
巡
回
し
て
活

動
連
携
を
お
互
い
に
確
認
し
あ

っ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
成
果
を
披
露
後
、
参
加
団
員
は
東
川

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
に
合

わ
せ
て
市
街
地
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
分
列

行
進
し
、
来
賓
約
60
人
と
町
民
に
勇
姿
を
披

露
し
ま
し
た
。

８
町
の
消
防
団
員
が
合
同
消
防
訓
練

８
町
の
消
防
団
員
が
合
同
消
防
訓
練

竹
内
友
香
選
手
、シ
ー
ズ
ン
終
え
て
帰
郷
の
あ
い
さ
つ

竹
内
友
香
選
手
、シ
ー
ズ
ン
終
え
て
帰
郷
の
あ
い
さ
つ

中
国
人
強
制
連
行
の
慰
霊
祭
、平
和
の
誓
い
新
た

中
国
人
強
制
連
行
の
慰
霊
祭
、平
和
の
誓
い
新
た

野
菜
生
産
者
の
集
い
〜
出
荷
繁
忙
期
前
に
交
流

野
菜
生
産
者
の
集
い
〜
出
荷
繁
忙
期
前
に
交
流

　

㈱
モ
ン
ベ
ル
（
大
阪
、
辰
野
勇
代
表
）
が

町
内
の
若
手
農
家
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、

新
た
な
農
作
業
着
ア
イ
テ
ム
を
商
品
開
発
し

ま
し
た
。
９
月
１
日
（
日
）
開
催
の
第
11
回

大
雪
清
流
て
っ
ぺ
ん
祭
り
の
会
場
で
発
表

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
き
、
お
披
露
目

の
予
定
で
す
。

　

レ
イ
ン
・
ウ
ェ
ア
（
合
羽
上
下
）
、
上
下

つ
な
ぎ
作
業
着
、
エ
プ
ロ
ン
、
帽
子
な
ど
15

品
。
昨
年
、
大
雪
ひ
が
し
か
わ
店
の
開
店
を

期
に
計
画
。
東
川
町
農
協
青
年
部
、
同
女
性

部
の
若
手
農
家
、
同
農
協
、
町
商
工
会
、
町

産
業
振
興
課
が
全
面
協
力
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
農
家
ウ
ェ
ア
（
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ウ
ェ
ア
）
の
提
案
。
動
き
や
す
い
動
作
性
、

気
象
変
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
性
、
〝
か
っ
こ

い
い
〞
機
能
的
デ
ザ
イ
ン
性
が
特
長
の
よ
う
。

来
春
、
同
社
の
新
カ
テ
ゴ
リ
ー
商
品
と
し
て

取
り
扱
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
し
ま
し
た
。
し
か
し
レ
ー
ス
後
に
外
傷
性

の
肺
気
胸
を
起
こ
し
て
そ
の
後
十
分
な
成
績

を
残
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
来
年
１
月
の
ロ
シ
ア
・
ソ
チ

五
輪
の
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
決
定
に
向
け
て

ス
イ
ス
で
練
習
を
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
ソ
チ
は
雪
量
が
あ
ま
り
な
く
固
い
雪
じ
ゃ

な
い
の
で
そ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
考
え
て

練
習
し
て
き
た
」
と
準
備
は
万
全
。
「
体
調

不
十
分
な
中
で
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
を
取

れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
来
季
に
つ
な
が
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

東
川
町
で
育
っ
た
旭
川
出
身
の
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
選
手
、
竹
内
友
香
さ
ん
（
29
）
＝
広

島
ガ
ス
＝
が
２
０
１
２
│
２
０
１
３
競
技

シ
ー
ズ
ン
を
終
え
て
帰
国
し
、
６
月
22
日
松

岡
市
郎
町
長
に
帰
郷
あ
い
さ
つ
に
来
庁
し
ま

し
た
。

　

昨
季
は
Ｗ
杯
イ
タ
リ
ア
・
カ
レ
ッ
ツ
ァ
大

会
（
昨
年
12
月
）
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
ア
ル

ペ
ン
大
回
転
競
技
で
日
本
人
初
の
優
勝
を
果

　

７
月
６
日
、
東
川
町
農
協
で

「
夏
の
野
菜
生
産
者
の
集
い
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

東
川
町
蔬
菜
園
芸
研
究
会

（
園
田
稔
会
長
）
が
主
催
し
ま

し
た
。
「
ほ
う
れ
ん
草
」

「
ピ
ー
マ
ン
」
「
長
葱
（
ね

ぎ
）
」
「
溶
液
栽
培
生
産
」

「
ハ
ー
ブ
」
「
ト
マ
ト
」
「
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
」
「
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
」
「
軟
白
み
つ
ば
」
の

９
部
会
の
生
産
農
家
約
１
２
０
人
が
集
ま
り
、

本
格
出
荷
の
繁
忙
期
を
迎
え
る
前
の
ひ
と
時
、

焼
き
肉
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
囲
ん
で
楽
し
み
ま

し
た
。

開
拓
の
労
苦
し
の
ん
で
慰
霊
祭

開
拓
の
労
苦
し
の
ん
で
慰
霊
祭

モ
ン
ベル
が
農
作
業
着
を
開
発
、て
っ
ぺん
ま
つ
り
で
発
表
へ

モ
ン
ベル
が
農
作
業
着
を
開
発
、て
っ
ぺん
ま
つ
り
で
発
表
へ

　

４
年
目
を
迎
え
た
「
ひ
が
し

か
わ
サ
ラ
ダ
」
事
業
の
取
り
組

み
は
、
年
々
品
質
に
対
す
る
市

場
の
信
頼
度
も
上
が
っ
て
い
る

よ
う
。
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

卸
市
場
関
係
者
か
ら
は
「
ト
マ

ト
、
ピ
ー
マ
ン
を
中
心
に
、
果

菜
類
は
府
県
産
の
高
温
障
害
も

あ
っ
て
好
調
な
値
動
き
」
「
米

と
併
せ
て
東
川
農
産
物
と
し
て

今
以
上
に
販
路
を
拡
大
し
た
い
」

と
の
評
価
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

雪
解
け
が
遅
か
っ
た
今
年
の
稲
作
は
、
そ

の
後
の
好
天
で
出
穂
が
１
週
間
以
上
早
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
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当
時
２
年
生
だ

っ
た
中
谷
さ
ん
の

長
女
（
９
つ
）
が

「
や
っ
て
み
た
い
」

と
言
い
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
。
今

年
も
新
入
団
の
子

供
た
ち
８
人
が
加

わ
っ
て
今
や
32
人

の
大
所
帯
。
来
年

は
４
人
が
中
学
生

に
な
る
の
で
、
高

度
で
切
れ
の
あ
る

演
技
を
組
む
日
も

間
近
い
よ
う
。

◇

　

中
村
、
高
橋
両

コ
ー
チ
に
加
え
て
、

お
母
さ
ん
６
人
が

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
練
習
に
加
わ

り
ま
す
。

　

最
初
コ
ー
チ
を
引
き
受
け
て
く
れ
た

の
は
中
村
さ
ん
。
で
も
指
導
ス
タ
ッ
フ

は
、
一
人
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
ま

た
「
競
技
の
チ
ア
っ
て
何
？
」
「
競
技

を
目
指
す
の
か
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
中

心
に
す
る
活
動
を
目
指
す
の
か
？
と
全

く
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
暗
中
模
索
の

　

そ
の
華
や
か
な
姿
に
、
「
や
っ
て
み

た
い
」
と
憧
れ
る
女
の
子
も
多
い
は
ず
。

２
年
前
に
結
成
以
来
、
週
１
回
約
２
時

間
の
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
モ
ー

シ
ョ
ン
や
技
術
を
学
ん
で
吸
収
す
る
ス

ピ
ー
ド
は
と
て
も
早
く
、
前
回
ぎ
こ
ち

な
か
っ
た
動
き
が
今
週
は
き
れ
い
に
そ

ろ
っ
て
い
る
ほ
ど
。
今
秋
、
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
参
加
な
が
ら
北
日
本
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
札
幌
）

に
初
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
日
ご

と
に
演
技
力
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
前
、
友
人
の
お
母
さ
ん
２
人
と

一
緒
に
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

し
た
い
。
東
川
の
ス
ポ
ー
ツ
に
な
れ
ば

い
い
な
。
成
長
し
て
地
元
の
受
け
皿
と

し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
子
供
た
ち
を
育

て
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
秘
め
て
い
ま

す
。

ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

「
父
母
が
中
心
に

な
っ
て
立
ち
上
げ
た

の
で
、
指
導
で
子
供

た
ち
を
ぐ
い
ぐ
い
引

っ
張
っ
て
い
く
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
」

と
の
悩
み
も
。
そ
こ

で
道
内
指
導
者
の
第

一
人
者
、
柏
倉
早
智

子
さ
ん
（
剣
淵
高
校

教
員
、
元
全
日
本
選

手
、
日
本
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
協
会
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
北

海
道
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
連
盟
副
理
事
）

に
相
談
。
そ
し
て
今

年
５
月
に
参
加
し
た

ワ
ン
・
デ
ー
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
、
指
導
に
当

た
っ
て
く
れ
た
高
橋

さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
強
力
な
指

導
者
２
人
態
勢
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

今
の
目
標
は
日
本
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
協
会
へ
の
チ
ー
ム
加
盟
。
そ
し
て
中

村
さ
ん
は
「
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
っ
て

か
わ
い
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
す
ご
い
ん

だ
、
と
思
っ
て
も
ら
え
る
演
技
を
目
指 6868今、生き生きと

　

「
元
気
な
笑
顔
で
ー
。
笑
っ

て
ー
。
し
っ
か
り
歩
い
て
ー
」

―
。
「
元
気
！　

勇
気
！　

笑

顔
！　

ス
ノ
ー
ベ
ル
・
ジ
ュ
ニ

ア
！
」
―
。
夜
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
で
弾
む
掛
け
声
が
響

き
ま
す
。
間
も
な
く
迎
え
る
ど

ん
と
こ
い
祭
り
の
晴
れ
舞
台
に

向
け
、
急
ピ
ッ
チ
で
仕
上
げ
の

真
っ
最
中
。
昨
年
チ
ー
ム
デ

ビ
ュ
ー
し
た
会
場
で
、
今
年
は

一
段
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
ス

テ
ー
ジ
が
楽
し
み
で
す
。

チアリーディングチーム　スノーベルJr.
代表 中谷布美さん
　町内の小学１年生から６年生までの女子32人が在籍。今
年9月で結成3年目。指導者は中村志穂さん（26）＝東川
町＝、高橋明美さん（44）＝美瑛町＝の２人。中村さんは金
沢大学在学時、４年間チアリーダー部で活躍。現在創設４年
目の旭川の社会人チーム「スノーベル」代表。高橋さんは道
都大学在学時、チアリーダー部の部長として活躍。卒業後
同大紋別キャンパスの職員として引き続き学生の指導に当
たり、1994（平成６）年の全日本チアリーディング大会
で同大チアリーダー部を優勝に導いた実績があります。現
在毎週1回、B&G海洋センターで練習。

主に技術的指導に当たっている中村志穂さん

代表の中谷さん（左）

昨年どんとこい祭りでステージデビューしました
（昨年7月28日、羽衣公園ステージ）

子供たちへのメンタル指導を担当する高橋明美さん

チアリーディングチーム　スノーベルJr.
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最 
高 
の 

蓄 

電 

器 

と 

薪 

文 

化

俳　

句

　

あ
る
通
夜
の
席
上
、
故
人
の
成
仏
を
祈
り
な

が
ら
、
「
健
康
と
薪
（
ま
き
）
文
化
」
に
話
が

及
ん
だ
。
だ
い
た
い
60
歳
を
過
ぎ
た
男
子
が
輪

に
な
っ
て
話
す
こ
と
と
い
え
ば
、
「
健
康
」
の

話
が
中
心
と
な
る
の
だ
が
…
。

　

今
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
の
視
点
か
ら

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
が
増
え
て
い
る
が
、

も
う
一
つ
、
木
材
の
活
用
と
い
う
選
択
肢
が
あ

る
。
樹
木
は
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
と
水
に
よ
っ
て
成
長
す
る
。

そ
の
成
長
を
促
進
す
る
た
め
間
伐
が
必
要
と
な

る
。
こ
の
間
伐
材
を
薪
に
変
え
て
利
用
す
る
の

が
薪
文
化
だ
と
い
う
。

　

「
薪
は
最
少
の
コ
ス
ト
で
作
る
こ
と
が
で
き

る
最
高
の
蓄
電
器
で
あ
る
」
と
自
称
・
薪
文
化

協
会
の
代
表
氏
が
持
論
を
展
開
す
る
。

　

「
薪
に
し
て
軒
下
な
ど
に
積
み
上
げ
て
お
く

と
、
ス
ト
ー
ブ
が
あ
れ
ば
腐
ら
な
い
限
り
い
つ

で
も
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
で
き
る
。
こ
の
自

然
に
優
し
い
薪
文
化
の
復
活
と
普
及
が
大
切
な

の
だ
」
と
説
く
。
代
表
氏
い
わ
く
「
こ
こ
30
年
、

わ
が
家
の
暖
房
は
す
べ
て
薪
で
あ
る
。
こ
の
薪

文
化
が
健
康
な
体
を
維
持
し
て
い
る
」
。

　

一
人
の
親
族
が
「
薪
で
部
屋
の
暖
房
を
取
り
、

残
っ
た
燠
（
お
き
）
を
囲
炉
裏
へ
入
れ
、
お
湯

を
沸
か
し
て
お
茶
を
飲
み
、
た
ば
こ
の
火
が
ほ

し
く
な
っ
た
ら
火
ば
し
で
燠
を
つ
か
ん
で
た
ば

こ
の
先
へ
…
。
つ
ま
り
湯
沸
し
い
ら
ず
、
ラ
イ

タ
ー
い
ら
ず
」
と
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ぶ
り
を
語

る
。
薪
作
り
は
、
今
夏
に
間
伐
材
を
長
さ
33
セ

ン
チ
ほ
ど
に
切
り
、
そ
れ
を
割
っ
て
、
２
年
か

ら
３
年
間
乾
燥
さ
せ
る
計
画
で
、
８
ト
ン
の
薪

切
り
と
薪
割
り
に
約
１
カ
月
間
を
要
し
た
そ
う

で
あ
る
。
「
８
ト
ン
あ
る
と
８
年
は
持
つ
」
。

そ
こ
に
代
表
の
弟
が
口
を
挟
ん
だ
。
「
薪
文
化

は
暖
を
３
回
取
れ
る
の
が
良
い
と
こ
ろ
」
と
。

　

「
１
回
目
は
薪
切
り
と
薪
割
り
。
２
回
目
は

薪
運
び
。
そ
し
て
３
回
目
は
冬
に
室
内
で
薪
を

焚
（
た
）
く
」
こ
と
で
、
三
度
体
が
温
ま
る
こ

と
を
指
し
て
い
る
。
「
薪
づ
く
り
は
夏
に
す
る

も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
寒
い
晩
秋
あ
た
り
か

ら
始
め
る
の
が
薪
文
化
の
真
髄
で
あ
る
」
と
。

だ
か
ら
「
夏
の
暑
い
時
期
の
薪
づ
く
り
は
邪
道
」

と
主
張
す
る
。
今
度
は
そ
の
お
嫁
さ
ん
が
「
石

油
暖
房
は
肌
を
刺
す
よ
う
な
痛
さ
を
感
じ
る
が
、

薪
は
柔
ら
か
く
最
高
」
と
言
を
重
ね
て
き
た
。

北
国
の
炎
豊
か
な
暖
の
あ
る
生
活
、
省
エ
ネ
の

あ
る
暮
ら
し
、
健
康
に
良
い
楽
し
み
…
と
話
は

尽
き
な
い
。

　

「
町
は
も
っ
と
薪
文
化
の
復
活
と
振
興
に
力

を
注
い
で
は
」
と
の
提
言
で
、
検
討
に
値
す
る

も
の
と
拝
聴
し
て
い
た
。

緑
陰
に
そ
よ
ぎ
し
風
を
讃
え
あ
ふ

な
つ
か
し
き
母
の
加
減
の
豆
ご
は
ん

昼
寝
よ
り
覚
め
て
媼
の
ひ
と
り
言

焼
き
茄
子
の
笑
顔
の
夫
は
酒
を
酌
む

半
夏
生
朝
の
日
課
を
楽
し
ん
で

出
し
忘
れ
し
ま
い
忘
れ
の
夏
座
布
団

昼
寝
覚
め
箪
笥
木
目
の
物
語

モ
ノ
ク
ロ
の
記
念
写
真
の
夏
帽
子

か
た
つ
む
り
大
河
の
道
を
ゆ
る
り
行
く

座
布
団
を
二
つ
に
畳
む
昼
寝
か
な

老
鶯
や
緑
深
く
て
声
ば
か
り

本
殿
は
夜
店
の
向
こ
う
遠
く
あ
り

も
う
ひ
と
り
の
吾
の
居
た
ら
し
昼
寝
覚
め

が
ん
が
ん
と
冷
え
た
部
屋
で
の
雑
魚
寝
か
な

は
ち
植
え
に
身
を
ひ
そ
め
て
や
あ
ま
が
え
る

さ
び
し
さ
は
石
に
も
あ
り
て
夏
落
葉

十
薬
の
夢
に
も
白
く
昼
寝
覚

五
時
間
目
サ
イ
ン
コ
サ
イ
ン
昼
寝
中

掛
け
時
計
に
未
来
き
ざ
ま
せ
昼
寝
か
な

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

最 
高 
の 

蓄 

電 

器 

と 

薪 

文 

化

俳　

句

俳　

句
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大雪山の素顔
ヒグマとの対話
　雪解けの遅い今年は、春からヒグマとの遭遇事故
が多く聞かれました。山菜採りのシーズンは、冬眠
から目覚めたヒグマが人間以上に春を待ち望み、食
べ物を探し求めて活動するシーズンです。ヒグマは
山の奥に住むと思われがちですが、高山帯で活発に
活動するのは、７月中旬から９月中旬ごろまでの２
カ月ほどの期間です。
　僕が勤務する上川町の高原温泉地区は、多くの水
資源がヒグマの好む植生を生み出し、多くのヒグマ
が夏期に集まってきます。ヒグマは凶暴で肉食性の
動物であるという印象を持ちますが、実は食べ物の
多くを植物の芽や木の実などに依存しています。
　動物性の食べ物はアリや蜂の巣、エゾシカの死体
などで、大雪山で自ら動物を襲って食べるというこ
とはほとんどありません。ヒグマ情報センターでは、
６月から10月までの間、高原温泉高原沼めぐりコー
スで毎日登山道をパトロールし、ヒグマの個体確認
はもちろん、足跡や食痕、糞（ふん）の痕跡などを
調査記録しています。これらを入山する登山者に情
報提供してヒグマとの遭遇を最小限にし、登山者と

ヒグマとの事故を防ぐ
ためのアドバイスや登
山道の管理を行ってい
ます。
　動物たちをはじめ、
山の自然は無限の情報
を発信し続けています。
インターネットからは
決して得ることのでき
ない草花、土、水、空
気の変化を感じ取り、
ヒグマとの至近距離で
の遭遇を避けることを心がけて行動すれば、登山で
のヒグマ事故はほぼ防ぐことが出来ます。
　ヒグマは、われわれ人間以上に登山者の行動を良
く見ています。謙虚な気持ちで山と向き合い、彼ら
に人間の存在をしっかりアピールしながら大雪山へ
と出かけてみてください。

自然写真家 

高原温泉ヒグマ情報センター巡視員　　　松野智久

　

ふ
る
さ
と
の
山
、
大
雪
山
の
山
名
が
初

め
て
記
さ
れ
た
本
は
、
松
原
岩
五
郎
が
書

い
た
「
日
本
名
勝
地
誌　

第
九
編　

北
海

道
之
部
」
で
す
。
１
８
９
９
（
明
治
32
）

年
に
当
時
の
博
文
館
（
東
京
）
か
ら
発
行

さ
れ
た
こ
の
本
は
、
百
十
余
年
を
経
て
紙

質
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と
は
が
れ
始
め
て
い
る
の

で
、
慎
重
に
開
い
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

石
狩
國
上
川
郡
の
記
述
の
中
に
次
の
よ

う
に
登
場
し
ま
す
。

　

「
山
嶽
中
其
高
峻
な
る
も
の
を
擧
ぐ
れ

ば
大
雪
山
（
元
ヌ
タ
カ
ウ
シ
ュ
ベ
）
な
り
、

旭
嶽
市
街
の
東
南
十
里
に
聳
え
海
を
抜
く

と
八
千
餘
尺
、
實
は
本
道
第
一
の
高
山
に

し
て
峯
頭
七
ッ
に
岐
れ
（
中
略
）
白
雪
常

に
其
上
に
被
り
」
（
１
０
８
ペ
ー
ジ
か

ら
）
。

　

大
雪
山
に
は
、
「
だ
い
せ
つ
ざ
ん
」
と

ふ
り
が
な
が
振
っ
て
あ
り
ま
す
が
、
次
の

１
０
９
ペ
ー
ジ
の
大
雪
山
の
ふ
り
が
な
は

「
た
い
せ
つ
ざ
ん
」
と
濁
点
が
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
い
せ
つ
ざ
ん
、
な
の
か
、
た
い
せ

つ
ざ
ん
な
の
か
。
著
者
の
誤
記
か
印
刷
の

誤
植
で
し
ょ
う
が
、
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

文
中
に
「
旭
嶽
市
街
」
と
あ
る
の
も

「
旭
川
市
街
」
の
誤
記
、
も
し
く
は
誤
植

で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
本
に

は
大
雪
山
と
旭
嶽
（
旭
岳
）
の
山
名
が
期

せ
ず
し
て
登
場
し
て
い
た
の
で
す
。

　

鳥
取
県
出
身
の
松
原
岩
五
郎
の
本
と
し

て
「
最
暗
黒
の
東
京
」
（
岩
波
文
庫
）
が

あ
り
、
そ
の
本
の
解
説
（
立
花
雄
一
）
の

中
で
大
雪
山
の
山
名
の
起
こ
り
を
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

「
伯
耆
（
ほ
う
き
）
富
士
の
名
の
あ
る
、

故
山
（
ふ
る
さ
と
の
山
）
の
大
山
（
だ
い

せ
ん
）
に
山
容
が
似
て
い
た
か
ら
、
大
山

に
因
ん
で
、
そ
の
名
を
採
っ
た
と
い
う
」
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
大
雪
山
に
は
だ
い
せ
つ

ざ
ん
と
ふ
り
が
な
を
振
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

旭
川
東
高
校
教
諭
で
山
岳
救
助
や
山
ス

キ
ー
な
ど
に
大
活
躍
さ
れ
た
速
水
潔
さ
ん

（
２
０
０
３
年
死
去
）
は
著
書
「
冬
山
」

（
北
海
道
新
聞
社
発
行
）
で
大
雪
山
と
旭

岳
の
山
名
由
来
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

書
い
て
い
ま
す
。

　

中
国
に
も
大
雪
山
が
あ
り
、
山
麓
に
生

息
す
る
パ
ン
ダ
が
日
本
に
贈
ら
れ
て
来
る

と
き
、
日
本
の
大
雪
山
の
近
く
で
飼
育
す

る
の
が
最
適
だ
と
、
上
野
動
物
園
な
ど
全

国
の
動
物
園
に
先
駆
け
て
旭
川
が
名
乗
り

を
上
げ
こ
と
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

町
史
編
さ
ん
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

山
の
主
、
ヒ
グ
マ
の
軌
跡

松
原
岩
五
郎
の
大
雪
山

大雪山の名が初めて登場した「日本名勝地
誌　第九編」（博文館、1899年刊、変形B6版
498㌻）、命名のいわれが載っている「最暗
黒の東京」（岩波文庫、1988年刊、A6版200
㌻）、そし速水潔著「冬山」（北海道新聞社、
1977年刊、B6版261㌻）
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A word from another worldA word from another worldNo.22

Summer Baking   Karin Strom 
!ere is an easy and delicious dessert, which is common in both Canada and 
America that I would like to share this month. It’s called a crisp. !ere are 
many types of crisps: strawberry rhubarb crisp, peach crisp, apple crisp, and 
berry crisp, to name a few.  A layer of fruit is covered with a mixture of oats, 
"our, and a few other ingredients. It is then baked to make a delightfully 
sweet and crunchy dessert. Whatever fruit you prefer and think will bake 
well, you can probably make a crisp with it! 
○¼ cup white sugar (50g)　○¼ cup "our (33g)　○1 tbsp lemon juice 
(15mL)　　
○6 cups fruit (1420mL)　a. 3 cups sliced strawberries and 3 cups diced 
rhubarb (add an additional ¾ cup sugar if using rhubarb – 150g)　b. berries
　c. sliced apples　d. sliced peaches

Toss white sugar, ¼ cup of "our, lemon juice, and fruit in a large bowl until 
the fruit is evenly coated. Place in a 9x13 inch (23x33 cm) baking dish. 
○1½ cups "our (190g)　○1 cup packed brown sugar (220g)　○1½ cups 
rolled oats (120g)　○1 tsp ground cinnamon (5mL)　○½ tsp ground 
ginger (2.5mL)　○¼ tsp ground nutmeg (1.23mL)　○¼ tsp salt 
(1.23mL)　○1 cup butter (225g)

Stir the "our, brown sugar, oats, spices, and salt in a bowl. Use your &ngers to 
mix in the butter until the topping is small moist clumps. Sprinkle over the 
fruit mixture. 

Bake at 190 degrees Celsius for about 45 minutes to 1 hour, until the top is 
browned and crisp. It is best served warm with a scoop of ice cream or drizzle 
of cream on top. Bon Appétit!

夏の焼き菓子　カリン・ストロム
　今月はカナダやアメリカでよく食べられる簡単おいしいデザート「クリスプ」をご紹介します。イチゴとルバーブの組み合
わせ、ピーチ、アップル、ベリーなど、種類はいろいろ。フルーツを重ねたものにオーツ麦、小麦粉や他の材料を乗せる。
オーブンで焼くと、すてきに甘くてパリパリさくさくデザートの出来上がりです。好みの果物で焼くのに向いたものならクリ
スプになります。

材料
○白砂糖　１/４カップ（50g）　○小麦粉　１/４カップ（33g）　○レモンジュース　小さじ1杯（15ml）○果物　６カッ
プ（1420ml） ａ． 薄切りしたイチゴ3カップ、さいの目切りのルバーブ３カップ（ルバーブの場合は３/４カップ（50g）の砂
糖を加える） ｂ．ベリー類　ｃ．りんご（薄切り）ｄ．桃（薄切り）　　

白砂糖、小麦粉１/4、レモンジュースを大きなボウルに入れ、まんべんなく果物にまぶす。9×13インチ（23×33cm）の焼
き皿に入れる。

○小麦粉　1.5カップ　○黒砂糖　1カップ（220g）　○オーツ麦　1.5カップ（120g）　○シナモンパウダー　小さじ1杯
（5ml）　○しょうがパウダー　小さじ½(2.5ml)　○ナツメグパウダー　小さじ¼(1.23ml)　○塩　小さじ１/４（1.32ml）
○バター　1カップ（225g）

小麦粉、黒砂糖、オーツ麦、スパイスと塩をボウルに入れて混ぜる。指でバターを混ぜ入れ、しっとりとした小さな塊状にす
る。果物の上にかける。

190度のオーブンで約45分から1時間、表面が茶色くパリッとなるまで焼く。アイスクリームひとすくいかクリームを上から
かけて、温かいうちに出す。召し上がれ！

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

　オーブンで「190℃で焼く」という表現が出て
きました。アメリカのレシピ本なら「375°Ｆ」と
書いてあるところ。とても高温な感じがしますね。
　初めて渡米した時、空港の電光掲示板が90°
Ｆと表示がありびっくりしました。カ氏表示だっ
たのです。セ氏（℃）はスウェーデンの天文学者
Cels ius、カ氏（°Ｆ）はドイツの物理学者
Fahrenheitが考案したものです。
　世界中のほとんどがセ氏ですが、アメリカはカ
氏です。ハワイなど行く人はだいたいの目安を覚
えておくといいかも。キーワードは「ローマへ行
こう」。ローマ（60°Ｆ）＝イコー（15℃）。10°
Ｆに対して5℃ずつ変化させます。50°Ｆだった
ら10℃です。では、温度にまつわる会話表現で
す。
What's the temperature?　＝「気温は何度？」
（ワッツ　ダ　テムパラチャー）
It's 25℃now.（ディグリーズ　セルシアス）
It’s 60°Ｆnow. （ディグリーズ　ファーレンハ
イト）
「現在の気温は零下10度です」の場合はThe 
temperature is 10℃ below zero now.です。
　最高気温はmaximum temperature 、最低
気温はminimum temperature　です。

（訳：宮地晶子）

「エイゴノマナビカタ」は休載します
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貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245

第
３
回

第

૝
Ჭ
Ɯ
๏
ໂ
ƚ

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

　

東
川
町
立
診
療
所
で
保
険
診

療
に
よ
る
禁
煙
外
来
が
始
ま
り

ま
し
た
。
全
国
的
に
は
２
０
０

６
（
平
成
18
）
年
４
月
１
日
か

ら
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」
と
い

う
病
気
に
対
し
て
保
険
診
療
に

よ
る
禁
煙
が
開
始
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
禁
煙
外
来
で
保
険
が

使
え
る
の
は
、
①
た
ば
こ
を
止

め
た
い
と
思
っ
て
も
た
ば
こ
に

含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
へ
の
薬
物

依
存
に
よ
り
止
め
る
こ
と
が
困

難
な
方
（
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
）

②
「
１
日
の
た
ば
こ
本
数
×
喫

煙
年
数
（
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指

数
）
」
が
４
０
０
以
上
③
直
ち

に
禁
煙
を
希
望
し
、
禁
煙
治
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
12
週
間

の
間
に
「
初
回
」
「
２
週
間
後
」

「
４
週
間
後
」
「
８
週
間
後
」

「
12
週
間
後
」
の
５
回
決
め
ら

れ
た
日
に
受
診
で
き
る
方
―
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

主
に
禁
煙
治
療
薬
を
使
っ
た

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
ま

で
何
度
も
た
ば
こ
を
止
め
よ
う

と
思
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も

な
か
な
か
止
め
ら
れ
な
か
っ
た

方
、
た
ば
こ
を
止
め
る
き
っ
か

け
が
欲
し
か
っ
た
方
は
診
療
所

に
相
談
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
た
ば
こ
を
吸
い
始
め

て
日
が
浅
い
場
合
や
本
数
が
少

な
い
場
合
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
で

は
な
い
と
判
定
さ
れ
て
保
険
が

使
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
分
で
禁
煙
す
る
人
の
禁

煙
成
功
率
は
２
〜
３
％
、
禁
煙

外
来
で
の
禁
煙
成
功
率
は
今
の

と
こ
ろ
60
％
前
後
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
1
日
１
箱
（
４
１

０
円
）
吸
う
人
の
12
週
間
の
た

ば
こ
代
は
、
単
純
に
計
算
し
て

３
万
４
千
４
４
０
円
。
禁
煙
外

来
12
週
間
で
3
割
負
担
の
場
合

１
万
９
千
9
0
円
程
度
と
な
り
、

さ
ら
に
禁
煙
が
成
功
す
れ
ば
そ

の
後
の
３
万
４
千
４
４
０
円
が

不
要
に
な
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
受
動
喫
煙

の
年
間
の
死
者
数
を
６
千
８
０

０
人
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
他

人
の
た
ば
こ
の
煙
（
副
流
煙
）

を
吸
う
こ
と
で
、
肺
が
ん
、
心

筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
や
狭
心

症
に
な
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て

お
り
、
子
供
の
中
耳
炎
や
ぜ
ん

そ
く
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
、
低
体
重
児
や

早
産
な
ど
の
発
生
リ
ス
ク
の
増

大
も
た
ば
こ
と
の
因
果
関
係
が

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
供
や

胎
児
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り

ま
す
。
私
の
父
は
、
孫
で
あ
る

私
の
娘
に
「
た
ば
こ
臭
い
」
と

言
わ
れ
て
禁
煙
を
し
ま
し
た
。

愛
す
る
人
や
子
供
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
も
禁
煙
を
お
手
伝
い

し
ま
す
よ
。（関

連
記
事
は
18
㌻
）

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 ☞ http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

ふしぎなボジャビの木（絵本）
ダイアン・ホフマイアー／再話 ピート・フロイラー／絵 

光村教育図書／刊
　おなかぺこぺこ
の動物たちが、い
っぽんの木をみつ
けました。マンゴー
のように甘いにお
いをはなち、メロン
のように大きく、ザ
クロのようにみず

みずしい赤い実をたくさんつけていました。し
かし、その木にまきついているおおきなヘビ
は、木の名前を当てないと、どいてくれません。
動物たちは次 に々ライオンに木の名前を聞き
に行きますが、みんな帰り道の途中で忘れて
しまいます。

レ・ミゼラブル（DVD、映画）
ジュネオン・ユニバーサル・エンターテイメント

　パンを盗んだ罪
で19年間服役した
ジャン・バルジャン
は、仮出獄するも生
活に行き詰まり再
び盗みを働いてし
まう。その罪を見逃
してくれた司教の真
心に、身も心も生ま
れ変わろうと決意

したバルジャンは、やがて市長を務めるまでに。
そんな折、不思議な運命の糸で結ばれた女性
ファンテーヌから愛娘コゼットを託されたバルジ
ャンは、自分を執拗に追いかける警部ジャベー
ルの追跡をかわしてパリに逃亡する。（158分）

ひとりぼっちの幸せ（一般書）
みつはし ちかこ／著  イースト・プレス／刊

　 大ベストセ
ラーシリーズ「小
さな恋の物語チ
ッチとサリー」を
執筆してから50
年目。みつはしち
かこさんが日々 の
大切なこと、年を
とってからの暮ら
し、「小さな恋の

物語」誕生秘話など、今まで歩んできた
道を振り返りながら、シニアの境地につ
いて初めて語ります。カラーグラビア、な
つかしいタッチのイラストを多数収録し
たエッセイ集。

古
川
倫
也
＝
東
川
町
立
診
療
所
副
所
長

　

札
幌
市
生
ま
れ
、
39
歳
。
２
０

０
１
（
平
成
13
）
年
旭
川
医
科
大

学
医
学
部
卒
。
２
０
０
５
（
同

17
）
年
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン

タ
ー
家
庭
医
療
専
門
医
研
修
修
了
。

日
本
医
師
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
医
、

同
会
認
定
産
業
医
。

た
ば
こ
を
や
め
た
い
方
の
禁
煙
外
来
を
始
め
ま
し
た
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第23回参議院議員通常選挙投開票結果第23回参議院議員通常選挙投開票結果第23回参議院議員通常選挙投開票結果

第22回最高裁判所裁判官国民審査

投票率（在外選挙人を含む）参議院議員通常選挙
　　　　　　　　　　　　　参議院議員通常選挙

……58.03%
……58.02%

選 挙 区
比例代表

　7月21日に行われた参議院議員通常選挙の投開票結果をお知らせします。町内の選挙区
選挙投票率は、２０１０（平成22）年の前回選挙を５．９８ポイント下回る58.03％、比例代表選
挙は同5.99ポイント下回って58．02％となりました。
　開票は、午後9時から即日開票で役場大会議室で行われ、午後11時５分に開票結果が確
定しました。各候補者等の得票結果は次の通りです。

選挙区投票結果（在外選挙人を含む）

比例代表投票結果（在外選挙人を含む）

候補者別得票数（選挙区）

政党別得票数（比例代表）

3,022
3,471
6,493

3,022
3,471
6,493

1,798
1,970
3,768

1,224
1,501
2,725

59.50
56.76
58.03

66.20
62.06
64.01

3,022
3,471
6,493

3,022
3,471
6,493

1,797
1,970
3,767

1,225
1,501
2,726

59.46
56.76
58.02

66.20
62.06
64.01

名 簿 届 け 出 政 党 名
（届け出番号順）

選挙当日の選挙人
名簿登録者数（人）

選挙当日の有
権者数（人）

投票者数
（人）

棄権者数
（人）

投票率
（％）

前回投票率
（％）区 分

男
女
計

選挙当日の選挙人
名簿登録者数（人）

候 補 者 氏 名
（届け出番号順）

選挙当日の有
権者数（人）

東川町開票区
得票数（票）

北海道得票数
（票）

東川町開票区得票数
（票）

上川総合振興局計
（町村、票）

投票者数
（人）

棄権者数
（人）

投票率
（％）

前回投票率
（％）区 分

党 派

全道計（票）

年 齢当 落

男
女
計

当
落
当
落
落
落

50
46
74
35
43
35

941
70

1,099
407
658
433

583,995
23,194

903,693
272,102
261,802
352,434

153,752.325
408,021.394
284,878.671
39,405.000
23,996.981
9,178.881

733,066.013
261,323.661
345,704.417
15,785.487

146,050.699
7,918.580

2,458.496
11,099.598
4,737.016

853
324.200
235.099

15,729.039
3,532.347
5,777.625
387.376

2,028.158
205

247.363
734.992

377
80
38
28

895.006
393.363
522.272

55
276
21

み ん な の 党
民 主 党
新 党 大 地
社 会 民 主 党
生 活 の 党
み ど り の 風
自 由 民 主 党
日 本 共 産 党
公 明 党
緑の党グリーンズジャパン
日 本 維 新 の 会
幸 福 実 現 党

小 川 　 勝 也
森山　よしのり
だ て 　 忠 一
森 　 つ ね と
安住　たかのぶ
あさの　貴博

民 主 党
幸福実現党
自由民主党
日本共産党
みんなの党
新 党 大 地
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大雪地区広域連合からのお知らせ

お問い合わせ　定住促進課住民室　　　　　　　　　　☎82－2111（内線111）
　　　　　　　大雪地区広域連合国民健康保険対策室　☎82－3697（内線562、563）

「被保険者証」「高齢者受給者証」「認定証」の更新時期です「被保険者証」「高齢者受給者証」「認定証」の更新時期です「被保険者証」「高齢者受給者証」「認定証」の更新時期です
　「国民健康保険」「後期高齢者医療保険」の被保険者証などの更新時期です。「８月」以降に病院など医療機関で診察、治療を
受ける時は、被保険者の皆さまに送付する「新しい被保険者証」、それぞれの「認定証」を窓口に提示してください。「被保険者証」と
「受給者証」、または「被保険者証」と「受給者証」「認定証」は、病院などの窓口でいつも一緒に提示してください（表１）。
　現在皆さまがお手元にお持ちの被保険者証などは、有効期限が７月末日までです。現在の被保険者証などは破棄してください。
　70歳未満の方の「認定証」は、申請して交付を受けることができます。医療機関にかかる時、窓口の支払いで負担額が限度額ま
でになります。ご希望の方は役場の国保担当窓口でご相談ください。

（
75
歳
以
上
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

（
70
歳
以
上
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

（
70
歳
未
満
）

国
民
健
康
保
険
加
入
者

加入者全員対象

・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した際の食事負担額の軽減内容

世帯全員が住民税非課税の方対象

対象 国保加入者全員

対象 国保加入者全員が住民税非課税の世帯

内容 ・医療機関での窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院した際の食事負担額の軽減

交付 郵送（受理後、印鑑を持参のうえ役場で申請手続き）

交付 郵送

交付 郵送

交付 郵送

対象 住民税の課税世帯
内容 医療機関で窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
交付 申請によって交付（要手続き）

対象 国保加入者全員が住民税の非課税世帯
内容 入院時の食事負担額の軽減
交付 申請によって交付（要手続き）

対象 国保加入者全員が住民税の非課税世帯

内容 ・医療機関で窓口負担額の引き下げ（限度額の適用）
・入院時の食事負担額の軽減

交付 申請によって交付（要手続き）

※１・①②の有効期限は来年７月31日まで
　　・③④のうち、来年７月31日以前に75歳になる方の有効期限は誕生日の前日まで
※２・③の受給者証に「負担割合は２割（平成26年３月31日までは１割）」と記載されている方は、来年４月１日以降２割負担に変
　　　更になります。

①後期高齢者医療被保険者証（※１）

②後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（※１）

③国民健康保険高齢受給者証（※１）（※２）

④国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証（※１）

①国民健康保険限度額適用認定証

②国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証

③国民健康保険標準負担額減額認定証

８月に更新となる被保険者証、受給者証、認定証（表１）

申請によって適用対象となる認定証（表２）

15 Higashikawa  2013  August



くらし
・

ネットワーク

行政区
1
2東
2西
3
4南

4北（新栄）
5南
5北
6東
6西
7南
7北
8
9
10
11
12
13南
13北
14
15
16東
16西
17区西
17区
18
東町１
東町２
東町３
西

行政区
西町２
西町３
南町１
南町２
南町３
北町２
北町３
21
22
23
東倉沼
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
東雲

（40.41.42）
上岐登牛
旭岳
天人峡

総額

7,000
7,000
5,000
6,000
3,500
17,500
7,500
5,000
5,000
4,500
6,000
5,000
7,500
6,000
11,000
45,000
23,000
5,000
3,500
5,000
12,000
5,500
4,000
29,000
22,000
11,000
30,500
57,500
20,000
55,200

23,500
41,500
40,000
21,000
20,000
35,000
50,000
19,000
22,500
13,500
23,500
8,500
47,500
12,500
11,000
13,500
14,000
10,000
9,000
9,500
37,000
10,500

6,000

5,000
5,000

0
　

940,200

実績額（円）実績額（円）
（7月9日現在）日本赤十字社費の募金状況

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

る
児
童
の
住
民
票
」
が
必
要
で
す
。

 

今
年
１
月
１
日
現
在
で
町
内
に
住
所

の
な
い
方
は
、
同
日
現
在
の
住
所
地
で

25
年
度
所
得
証
明
書
（
平
成
24
年
分
）

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
同
居
人

な
ど
生
計
を
一
に
し
て
い
る
者
が
町
外

に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
場
合
も
必
要

で
す
）

期
間　

８
月
19
日
（
月
）
〜
同
月
23
日

　

（
金
）
ま
で
＝
21
日
（
水
）
を
除
く

　

（
午
後
７
時
ま
で
窓
口
時
間
を
延
長
）

場
所　

社
会
福
祉
室
（
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
内
）

持
ち
物　

保
健
福
祉
課
か
ら
送
付
し
た

　

書
類
、
印
鑑
、
手
当
証
書
（
受
給
中

　

の
方
）

日
本
赤
十
字
の
活
動
資
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

日
ご
ろ
か
ら
赤
十
字
事
業
の
推
進
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
各
行
政
区
長
を
通
じ
て
今
年
４
、

５
月
に
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
た
社
費
の

募
金
が
別
表
の
よ
う
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
血
液
事
業
の
推

進
、
国
内
外
の
災
害
時
に
医
療
救
護
活

動
、
救
援
物
資
、
義
援
金
の
支
援
な
ど

を
通
じ
て
世
界
の
平
和
と
福
祉
に
役
立

つ
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

http://www.hokkaido.jrc.or.jp/m
3

_03sankyo.htm
l

号
を
明
記
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川
放
送

局
☎
24
|
８
８
０
５
、
Ｆ
ａ
ｘ
24
|

４
０
８
０
ま
で
。
役
場
企
画
総
務
課

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
お
問
い
合
わ
せ
と
申
請
、
各

種
届
け
出
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５

０
２
、
５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と

は
保
健
指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０

７
）
、
高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

児
童
扶
養
手
当
、特
別
児
童
扶
養
手

当
は
現
況
届
、所
得
状
況
届
を

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
受
給
者

の
前
年
の
所
得
及
び
養
育
状
況
等
を
確

認
す
る
た
め
、
毎
年
「
現
況
届
」
「
所

得
状
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
既

に
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
資
格
喪
失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

受
給
者
の
方
に
対
し
て
、
８
月
９
日

付
け
郵
送
で
ご
案
内
し
ま
す
（
予
定
）
。

下
記
の
集
中
受
付
期
間
内
に
ご
提
出
願

い
ま
す
。
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

 

期
日
ま
で
に
「
現
況
届
」
「
所
得
状

況
届
」
の
提
出
が
な
い
と
、
８
月
分
か

ら
の
手
当
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

 

対
象
の
児
童
が
町
外
に
住
ん
で
い
る

場
合
は
、
「
別
居
監
護
申
立
書
」
「
在

学
（
在
寮
）
証
明
書
」
「
別
居
し
て
い

映
画「
人
生
い
ろ
ど
り
」の
上
映
会
を

開
き
ま
す

　

映
画
「
人
生
い
ろ
ど
り
」
（
西
口
典

子
脚
本
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
御
法
川

修
監
督
、
Ｃ
＆
Ｉ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
制
作
、
２
０
１
２
年
日
本
映
画
）
の

上
映
会
を
開
き
ま
す
。

　

四
国
で
一
番
小
さ
く
、
最
も
人
口
が

少
な
く
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
過
疎
の
町
、

徳
島
県
上
勝
町
で
起
き
た
奇
跡
の
実
話

を
映
画
化
し
た
作
品
。

　

あ
る
時
、
町
の
活
性
化
を
模
索
し
て

い
た
若
い
農
協
職
員
が
、
山
で
採
れ
る

葉
っ
ぱ
を
料
理
の
「
つ
ま
も
の
」
と
し

て
販
売
す
る
ア
イ
デ
ア
を
発
案
し
ま
し

た
。

　

そ
の
ア
イ
デ
ア
は
70
代
、
80
代
の
町

の
女
性
た
ち
を
動
か
し
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
が
主
戦
力
に
な
っ
て
事
業
を
起
こ

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
年

商
２
億
円
以
上
を
稼
ぎ
出
す
ビ
ッ
グ
ビ

ジ
ネ
ス
に
―
。

　

自
分
を
変
え
、
町
を
蘇
ら
せ
、
生
き

る
喜
び
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
女
性

た
ち
の
力
強
い
姿
を
描
い
た
心
温
ま
る

感
動
作
で
す
。

日
時　

８
月
21
日
（
水
）
午
後
６
時
か

　

ら
（
午
後
５
時
半
開
場
）

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目

　

的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

食
事
で
健
康「
栄
養
教
室
」

　

不
適
切
な
食
事
の
摂
取
、
運
動
不
足

が
原
因
で
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
た
め
に
毎
日
の
食
事
の
内
容

を
考
え
ま
し
ょ
う
。
バ
ラ
ン
ス
、
味
付

け
な
ど
を
考
え
、
身
近
な
材
料
を
使
っ

た
料
理
メ
ニ
ュ
ー
で
食
生
活
を
見
直
し

ま
し
よ
う
（
希
望
す
る
方
は
食
生
活
改

善
推
進
員
と
な
る
単
位
を
取
得
可
）
。

日
時　

９
月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
の
方
ど
な
た
で
も

内
容　

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
、
パ
ー
ト
５
、

　

講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
（
希
望
者

　

に
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
を
自

　

己
負
担
）

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
年
金
の
法
律
が
改
正
さ

れ
、
こ
の
よ
う
な
方
が
手
続
き
（
特
定

期
間
該
当
届
の
提
出
）
を
す
れ
ば
保
険

料
未
納
の
期
間
を
年
金
を
受
け
と
る
た

め
の
「
受
給
資
格
期
間
」
に
参
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

妻
が
会
社
員
、
夫
が
専
業
主
夫
の
場

合
も
同
様
で
す
。
こ
の
「
受
給
資
格
期

間
」
は
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必

要
な
加
入
月
数
（
原
則
25
年
）
に
は
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
一

の
と
き
の
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
権
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
手
続

き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
「
国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

教
員
な
ど
、
会
社
、
事
業
所
、
団
体
の

社
員
、
職
員
と
し
て
給
料
を
も
ら
っ
て

い
る
方
は
「
第
２
号
被
保
険
者
」
、
第

１
号
ま
た
は
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
な
ど
は
「
第
３
号

被
保
険
者
」
と
い
い
ま
す
。

　

第
３
号
被
保
険
者
は
、
直
接
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
夫
が
退
職
し
た
時
（
第
３

号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
へ

の
変
更
）
、
妻
自
身
の
年
収
が
増
え
た

時
（
標
準
報
酬
の
変
更
）
な
ど
は
、
届

け
出
を
し
て
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

届
け
出
が
２
年
以
上
遅
れ
た
場
合
、

２
年
以
前
の
期
間
は
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
め
、
今
ま
で

は
保
険
料
の
「
未
納
期
間
」
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

た
だ
し
保
険
料
の
納
入
は
、
従
来
は

２
年
以
上
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
過
去
の

未
納
分
を
納
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
（
内
線
１
１

１
）

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
分
支
払
い

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
年
金
保
険
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
国
民
が
加
入
し
、
そ

の
間
毎
月
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

で
「
保
険
料
納
付
済
期
間
＋
保
険
料
免

除
期
間
＋
合
算
対
象
期
間
」
の
合
計
が

25
年
（
３
０
０
月
）
以
上
あ
れ
ば
、
誰

で
も
原
則
65
歳
か
ら
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
死
亡
、
障

害
に
対
し
て
も
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

年
金
を
受
け
取
る
権
利
を
有
す
る
方

を
「
被
保
険
者
」
と
い
い
ま
す
。
学
生
、

自
営
業
者
、
農
業
者
な
ど
、
自
ら
国
民

年
金
保
険
料
を
支
払
う
義
務
を
負
っ
て

い
る
方
は
、
「
第
１
号
被
保
険
者
」
、

会
社
員
、
団
体
職
員
、
各
種
公
務
員
、

0
5
7
0
|
0
1
1
|
0
5
0
、
ま
た

は
旭
川
年
金
事
務
所
☎
72
|
5
0
0
4

町
内
の
環
境
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ

い　
夏
期
間
は
植
物
が
繁
茂
し
、
雑
草
な

ど
草
木
が
繁
殖
し
ま
す
。
人
の
移
動
が

頻
繁
に
な
り
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
も
多

く
な
り
ま
す
。
清
潔
で
快
適
な
生
活
環

境
の
実
現
の
た
め
、
町
内
の
環
境
美
化

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
「
美
し
い
東
川
の
風
景
を

守
り
育
て
る
条
例
」
を
制
定
し
、
美
し

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

企
画
総
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
２
２
１
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
保
存
す
る
東
川
の
な
つ
か

し
い
映
像
を
上
映

　

町
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
旭
川
放
送
局
は
、
同
局

開
局
80
周
年
記
念
、
写
真
甲
子
園
20
周

年
に
ち
な
ん
で
「
な
つ
か
し
の
東
川
、

映
像
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
保
存
し
て
い
る
過
去
の

フ
ィ
ル
ム
映
像
か
ら
、
東
川
町
に
関
係

す
る
映
像
を
観
賞
で
き
る
上
映
会
で
す
。

　

最
も
古
い
も
の
は
、
１
９
３
５
（
昭

和
10
）
年
、
旭
岳
で
ス
キ
ー
を
滑
っ
て

い
る
学
生
の
様
子
を
収
め
た
映
像
。
第

１
回
か
ら
の
写
真
甲
子
園
、
昭
和
30
年

代
の
天
人
峡
観
光
の
様
子
、
故
飛
弾
野

数
右
エ
門
さ
ん
の
番
組
映
像
な
ど
、
戦

前
か
ら
現
代
ま
で
３
部
構
成
で
す
。

　

案
内
人
は
旭
川
市
出
身
の
那
須
敦
志

旭
川
放
送
局
長
で
す
。

日
時　

９
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
半

　

か
ら
（
開
場
は
午
後
１
時
）

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場　

先
着
３
０
０
人
（
無
料
、
要
申

　

し
込
み
、
事
前
に
入
場
整
理
券
を
発

　

行
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

郵
便
番

　

号
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
電
話
番

　
父
雅充

　
母
宏子

　
行政区
23区

お 誕 生
生まれた子
佐々木　夏莞
     ささき　        か   い

人のうごき　6月16日～7月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比＋

　
7,947人
3,716人
4,231人
3,467戸

3人
7人
15人
18人

　
6人）
5人）
1人）
1戸）

人口・世帯数　6月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区　
南町1丁目

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
大角　猛　　　　前橋　さゆり

　
行政区
28区
東雲
３区
27区
西区

　
歳
95歳
93歳
91歳
78歳
74歳

おくやみ
亡き人
三田　与志男
菅井　フミ
金内　カネ子
寺尾　直善
穴山　征二

届出人
三田　常男
菅井　一夫
金内　肇
寺尾　明子
得能　美津紀
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後期高齢者健診　保健福祉課
実 施 日
会 場
対 象
内 容
料 金
申 し 込 み

８月19日㈪～来年１月29日㈬（土、日・祝日除く）
町立診療所
75歳以上の町民（ただし65歳以上で後期高齢者医療保険の加入者含む）
尿検査、血液検査、身体測定、問診、医師診察、血圧測定、心電図、胸部Ⅹ線検査
無料
町立診療所　☎82－2101（希望日の３日前まで）

日 時
会 場
対象行政区

対 象 者

内 容

そ の 他

８月29日㈭午後３時～同５時、８月30日㈮午後５時～同７時

８月29日㈭午後３時～同５時、８月30日㈮午後５時～同７時

保健福祉センター
北町２・３丁目、21区、22区、27区、28区、29区

５年に一度、受診対象
※希望の方は、直接保健福祉センターにお越しください（申し込み不要）

１．対象行政区の小学３年生以上の町民
２．対象行政区以外で５年間以上一度も検査を受けていない町民
※対象者への個別通知はしません
採血して血清反応検査（結果は約１カ月後に判明します。精密検査必要の有無をお知らせします）

エキノコックス症検診　保健福祉課

都市建設課
工事、委託、物品購入の入札結果  
町発注事業の入札結果をお知らせします。

入札日 設　備　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、千円）

6月7日 東川町幼児ｾﾝﾀｰﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ空調設備設置工事 ㈱山田ポンプ商会 指名競争入札9,975 

建設機械購入事業（除雪ﾄﾞｰｻﾞ13㌧級） コマツ建機販売㈱旭川支店 〃〃 19,950

公園３丁目道路新設工事 ㈱藤田組 〃同月17日 53,550

〃 旭岳ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ等整備工事（電気設備工事） 電業・大林特定建設工事共同企業体 〃58,485

〃 旭岳青少年野営場整備工事 花本建設㈱ 〃35,175

〃 東川町地籍調査委託業務 北土地籍事業組合 〃16,905

同月27日 旭岳ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ整備工事（土木工事） 花本建設㈱ 〃46,200

〃 西部処理区管渠新設工事（第１工区） ㈱藤田組 〃10,710

7月9日 耐震性貯水槽設置工事（第3〃） 藤田建設工業㈱ 29,925 〃

〃 耐震性貯水槽設置工事（第4〃） 松井組工建㈱ 〃30,660

〃 東川第三小学校教員住宅建設工事 ㈲谷地建設 〃22,680

〃 国際交流会館建設実施設計委託業務 ㈱中原建築設計事務所 13,975.5 〃

契約方法等

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
時　

８
月
31
日
（
土
）
午
前
10
時
半

　

か
ら
（
開
場
は
午
前
10
時
）

場
所　

文
化
交
流
館

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、

　

文
化
交
流
館
所
定
の
申
込
書
で
ど
ち

　

ら
か
の
施
設
へ
（
電
話
申
し
込
み
は

　

不
可
）

「
早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は
ん
」運
動
を

推
進
し
て
い
ま
す

　

夏
休
み
期
間
中
の
８
月
は
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
で
す
。

子
供
の
健
全
な
成
長
を
図
る
た
め
、
毎

日
の
朝
食
を
し
っ
か
り
摂
り
、
「
早
寝
、

早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

 

町
立
診
療
所
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
診
療
所
☎
82
|
２

１
０
１

外
来
診
療
で
禁
煙
治
療
を
ス
タ
ー
ト

　

８
月
か
ら
町
立
診
療
所
の
診
療
項
目

に
新
た
に
禁
煙
治
療
が
加
わ
り
ま
し
た
。

保
険
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

古
川
倫
也
医
師
、
呼
吸
器
内
科
専
門

医
（
隔
週
金
曜
日
、
札
幌
手
稲
い
な
ず

み
病
院
）
が
外
来
開
設
日
に
毎
日
診
療

に
あ
た
り
ま
す
。

　

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
診
断
さ
れ
た
患

者
の
う
ち
、
禁
煙
希
望
の
あ
る
方
に
対

し
て
一
定
期
間
の
禁
煙
指
導
と
診
療
報

酬
上
の
評
価
を
行
い
ま
す
。

 
教
育
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
教
育
課
教
育
推
進

室
☎
内
線
（
５
８
３
）
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
☎
82
|
４
６
０
０

海
洋
セ
ン
タ
ー
を
大
規
模
改
修
し
ま

す　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設
の
老
朽

化
に
伴
っ
て
、
若
返
り
の
大
規
模
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。
９
月
中
旬
〜
11

月
中
旬
ご
ろ
ま
で
の
工
事
期
間
中
、
施

設
利
用
を
一
時
中
止
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
ご
利
用
を
予
定
し
て
い
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

主
な
改
修
内
容
は
○
プ
ー
ル
設
備
改

修
（
更
衣
室
マ
ッ
ト
張
り
替
え
、
ろ
過

機
更
新
、
消
毒
槽
階
段
撤
去
）
○
体
育

館
改
修
（
ア
リ
ー
ナ
屋
根
、
外
壁
改
修

＝
二
重
屋
根
化
と
断
熱
化
、
外
壁
塗
装
、

床
改
修
、
障
が
い
者
対
応
の
多
目
的
ト

イ
レ
設
置
、
内
壁
ク
ッ
シ
ョ
ン
設
置
、

競
技
観
覧
窓
新
設
、
館
名
文
字
プ
レ
ー

ト
取
り
替
え
）
○
電
気
設
備
改
修
（
ア

リ
ー
ナ
、
プ
ー
ル
照
明
器
具
取
り
替
え
）

○
機
械
設
備
改
修
（
ア
リ
ー
ナ
遠
赤
外

線
暖
房
設
置
）
―
な
ど
で
す
。

お
は
な
し
の
会
ご
案
内

　

東
川
町
教
育
委
員
会
主
催
の
第
５
回

お
は
な
し
の
会
に
町
内
の
木
工
ク
ラ
フ

ト
作
家
、
絵
本
作
家
、
千
葉
章
弘
さ
ん

が
登
場
し
ま
す
。
自
著
の
絵
本
「
空
の

み
ち
〜
飛
行
機
と
航
空
管
制
官
」
の
お

話
の
読
み
聞
か
せ
と
原
画
展
示
会
で
す
。

　

標
準
的
な
禁
煙
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

12
週
間
に
わ
た
っ
て
合
計
５
回
の
禁
煙

治
療
で
す
。

　

初
回
診
察
で
禁
煙
開
始
日
を
決
定
し
、

２
週
間
後
、
４
週
間
後
、
８
週
間
後
、

12
週
間
後
の
合
計
４
回
、
実
行
継
続
の

た
め
の
治
療
を
し
ま
す
。

　

治
療
費
用
は
、
自
己
負
担
額
約
１
万

９
千
２
０
０
円
（
３
割
負
担
の
場
合
、

12
週
間
の
合
計
額
）
で
す
。
内
訳
は
、

診
療
所
＝
「
初
診
料
＋
再
診
料
＋
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
管
理
料
等
」
約
２
万
円
。

保
険
診
療
で
約
６
千
円
（
自
己
負
担

３
割
の
場
合
）
、
保
険
薬
局
＝
「
調
剤

料
＋
禁
煙
補
助
薬
」
約
４
万
４
千
円
。

保
険
適
用
で
約
１
万
３
千
２
０
０
円

（
同
）
。　
　

（
関
連
記
事
は
13
㌻
）

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
☎
82
|
５
１
０
０

「
子
育
て
講
演
会
」を
開
き
ま
す

　

豊
か
な
心
を
育
て
て
く
れ
る
絵
本
に

つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。
講
師
は
旭
川

市
内
の
児
童
書
籍
書
店
、
こ
ど
も
冨
貴

堂
の
福
田
洋
子
店
長
で
す
。

日
時　

８
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
半

　

〜
同
11
時
半

場
所　

幼
児
セ
ン
タ
ー
内　

子
育
て
支

　

援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ル
ー
ム

定
員　

な
し
（
た
だ
し
要
予
約
）

対
象　

家
庭
の
親
子

内
容　

「
絵
本
っ
て
す
ば
ら
し
い
♪
」

故
金
盛
町
議
に
旭
日
単
光
章
の
受
章

を
伝
達

　

今
年
３
月
、
83
歳
で
逝
去
し
た
元
町

議
会
議
員
、
故
金
盛
稔
氏
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
。
７
月
１
日
、
役
場
で
伝
達

授
与
を
行
い
ま
し
た
。

　

旭
川
市
内
に
在
住
の
二
女
、
中
川
環

さ
ん
（
56
）
が
来
庁
し
、
合
田
博
副
町

長
か
ら
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
か
ら
１
９

９
１
（
平
成
３
）
年
ま
で
３
期
12
年
に

わ
た
っ
て
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
。

そ
の
間
建
設
厚
生
、
産
業
建
設
の
各
常

任
委
員
会
委
員
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
副
委
員
長
と
し
て
行
政
課
題
の
解
決

に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
か
ら

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
ま
で
、
14
年

間
に
わ
た
っ
て
東
川
町
交
通
安
全
協
会

東
部
支
部
長
と
し
て
交
通
事
故
防
止
運

動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

講
師　

こ
ど
も
冨
貴
堂
店
長
、
福
田
洋

　

子
さ
ん

「
親
子
バス
遠
足
」に
出
か
け
ま
し
ょ
う

　

大
型
遊
具
が
た
く
さ
ん
あ
る
楽
し
い

公
園
で
す
。
リ
ュ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
水

筒
を
持
っ
て
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
29
日
（
木
）
午
前
９
時
45

　

分
〜
午
後
１
時
15
分

場
所　

永
山
中
央
公
園
（
雨
天
時
は
道

　

立
林
産
試
験
場
の
木
路
歩
来
＝
コ
ロ

　

ポ
ッ
ク
ル
） 

募
集　

25
組
程
度
（
要
予
約
、
８
月
１

　

日
先
着
順
）

対
象　

家
庭
の
親
子

持
ち
物　

着
替
え
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
帽

　

子
、
お
弁
当
、
敷
物
、
飲
み
物

「
子
育
て
講
座
ミ
ニ
バ
レ
ー
」に
ど
う

ぞ　
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
体
を
動
か

し
て
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

８
月
30
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

家
庭
の
親
子

定
員　

な
し
（
要
予
約
、
お
母
さ
ん
同

　

士
で
託
児
）

内
容　

ミ
ニ
バ
レ
ー

持
ち
物　

上
靴
（
親
子
）
、
飲
み
物
、

　

タ
オ
ル

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

防
犯
活
動
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た

東
川
町
防
犯
協
会

　

東
川
町
防
犯
協
会
（
川
上
隆
司
会
長
）

の
中
西
勇
さ
ん
（
新
栄
）
が
今
年
５
月
、

旭
川
方
面
防
犯
協
会
連
合
会
長
及
び
北

海
道
警
察
旭
川
方
面
本
部
長
連
盟
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
協
会
防
犯
委
員
、
東
一
郎

さ
ん
（
西
町
3
丁
目
）
、
泉
文
夫
さ

ん
（
同
）
、
關
龍
王
さ
ん
（
東
町
２
丁

目
）
、
水
口
美
津
子
さ
ん
（
34
区
）
の

４
人
が
、
７
月
２
日
旭
川
東
地
区
防
犯

協
会
連
合
会
長
・
旭
川
東
警
察
署
長
連

盟
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
長
年
の
防
犯
活
動
の
成
果

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

故
中
川
元
町
長
の
遺
族
が
町
株
主
制

度
に
出
資

　

６
月
７
日
、
故
中
川
音
治
元
町
長
の

長
男
、
憲
治
さ
ん
（
62
）
＝
札
幌
在
住

＝
か
ら
町
の
株
主
制
度
に
多
額
の
出
資
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各種大会成績
【剣道】
第40回北部北海道剣道大会（6月30日・士別市総合体育館）
▼中学男子　③東川錬成館（長谷部、杉山、七尾、今村、高畠）
◆第61回北見地方剣道大会（6月30日・道立北見体育センター）
〔団体戦〕
▼中学生男子の部　①東川剣龍会（矢澤、久保田、照井杜、岡﨑、松
山）
◆第37回北海道道場少年剣道大会（6月23日・伊達市総合体育館）
〔団体戦〕
▼中学生の部　東川剣龍会（矢澤、久保田、照井杜、岡﨑、松山）＝
ベスト16で全国出場へ

東川剣龍会、北見地方剣道大会で優勝

2013 空の日/旭川空港まつり2013 空の日/旭川空港まつり2013 空の日/旭川空港まつり2013 空の日/旭川空港まつり

行事（悪天候、緊急事態で行事の一部を変更、中止する場合があります）

　 ▼航空管制塔、航空管制技術、気象業務の施設見学（抽選、小学４年生以上各回10人） …①前９時②前10時③前11時

　 ▼空港消防車の放水実演、体験乗車（同、小、中学生各回２人）  …前11時～正午（３回）

　 ▼間近で飛行場を見学するバスツアー（同、小学生以上各22人）  …①正午②後１時

往復はがきに参加希望のイベント名、住所、氏名、年齢、職業、連絡先電話を明記の上、8月27日㈫までにお申
し込みください（必着）。はがき1枚につき1応募1人。応募多数の場合は抽選。

その他行事
　○ＡＮＡ（全日空）除雪車を使って放水体験○ＡＮＡオリジナルグッズ販売○ＪＡＬ（日本航空）機と一緒に
　写真撮影○ＪＡＬ紙飛行機教室○ＡＤＯ（エアドウ）航空教室とベア・ドウ折り紙作り会○ＡＤＯ機内販売グ
　ッズ特別販売会○ホール・イン・ワンで遊ぼう○音楽ライブ・ステージ○お楽しみ抽選会　など

9月8日㈰ 駐車場無料（当日のみ）

お申し込み／国土交通省旭川空港出張所内『旭川空港「空の日」実行委員会』
　　　　　　（〠071-1562 東神楽町東２線15号96）☎83-2541

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

夏
休
み
企
画「
ア
ロ
マ
で
う
ち
わ
」手

づ
く
り
講
習
会

共
生
サ
ロ
ン
こ
こ
り
ん

　

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
を

作
っ
て
み
よ
う
。
自
分
で
描
い
た
絵
や

折
り
紙
を
う
ち
わ
に
張
っ
て
、
仕
上
げ

に
好
み
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
香
り
を

う
ち
わ
に
し
み
こ
ま
せ
て
完
成
。
大
好

き
な
自
分
だ
け
の
香
り
を
見
つ
け
て
夏

を
涼
や
か
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
出
来

上
が
っ
た
作
品
は
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

け
ま
す
。

日
時　

８
月
８
日
（
木
）
午
後
２
時
〜

　

同
３
時

場
所　

共
生
サ
ロ
ン
こ
こ
り
ん
（
東
町

　

１
丁
目
）

対
象　

５
歳
以
上
小
学
生
程
度
ま
で

（
親
子
の
参
加
歓
迎
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

４
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

講
師　

臨
床
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
学
会
認

　

定
看
護
師
、
和
久
恭
子
さ
ん
（
旭
川

　

在
住
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

共
生
サ

　

ロ
ン
こ
こ
り
ん
☎
82
|
２
６
６
６

夏
休
み
こ
ど
も
ま
ん
が
教
室
を
開
き

ま
す

共
生
サ
ロ
ン
こ
こ
り
ん

　

夏
休
み
中
こ
ど
も
ま
ん
が
教
室
を
開

き
ま
す
。
ま
ん
が
原
稿
制
作
用
の
原
稿

用
紙
を
使
っ
て
、
G
ペ
ン
、
サ
イ
ン
ペ

ン
で
絵
を
描
き
、
そ
の
上
に
ス
ク
リ
ー

ン
ト
ー
ン
を
は
る
、
と
い
う
ま
ん
が
制

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

札
幌
で
同
居
し
て
い
た
故
中
川
元
町

長
の
妻
、
美
枝
子
さ
ん
の
逝
去
（
４
月

14
日
、
73
歳
）
に
伴
っ
て
寄
付
し
ま
し

た
。
「
町
に
は
生
前
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
」
と
感
謝
を
込
め
ま
し
た
。

　

町
で
は
建
設
中
の
東
川
小
学
校
に
設

置
予
定
の
彫
刻
家
、
安
田
侃
（
か
ん
）

氏
の
作
品
購
入
費
と
し
て
充
当
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
年
も
花
本
建
設
か
ら
寄
付

　

６
月
24
日
、
花
本
建
設
（
旭
川
、
花

本
金
行
社
長
）
の
花
本
社
長
が
来
庁
し
、

町
に
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

町
で
は
東
川
小
学
校
の
建
て
替
え
に
伴

っ
て
設
置
を
検
討
し
て
い
る
美
唄
出
身

の
彫
刻
家
、
安
田
侃
氏
の
作
品
購
入
資

金
と
し
て
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

作
の
体
験
教
室
で
す
。
講
師
は
町
内
在

住
の
プ
ロ
漫
画
作
家
、
根
来
恵
さ
ん

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
瀬
能
旬
）
で
す
。

日
時　

８
月
12
日
（
月
）
午
後
２
時
〜

　

同
３
時
半

場
所　

共
生
サ
ロ
ン
こ
こ
り
ん
（
東
町

　

１
丁
目
）

対
象　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
（
小

　

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
組
８
０
０
円
（
材
料
費
込

　

み
）

講
師　

漫
画
作
家
、
根
来
恵
さ
ん

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

共
生
サ

　

ロ
ン
こ
こ
り
ん
☎
82
|
２
６
６
６

公
開
講
演
会「
作
家・五
木
寛
之
と
の

出
会
い
」

好
蔵
寺

　

山
内
亮
史
旭
川
大
学
長
を
講
師
に
迎

え
て
、
公
開
講
演
会
「
作
家
・
五
木
寛

之
と
の
出
会
い
＝
今
、
な
ぜ
『
親
鸞
』

な
の
か
？
」
を
開
き
ま
す
。

日
時　

８
月
31
日
（
土
）
午
後
１
時
半

場
所　

好
蔵
寺
本
堂
（
北
町
８
丁
目
）

参
加
料　

無
料
（
当
日
受
け
付
け
で
可
）

お
問
い
合
わ
せ　

好
蔵
寺
の
住
職
、
両

　

瀬
さ
ん
へ
☎
82
|
２
６
５
５

町
民
水
泳
大
会
の
お
知
ら
せ

東
川
町
水
泳
ク
ラ
ブ

　

東
川
町
水
泳
ク
ラ
ブ
主
催
の
第
21
回

東
川
町
民
水
泳
大
会
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

兼
）
34
|
８
１
１
９
、
（
携
帯
）
０

　

８
０
|
３
２
６
０
|
３
１
８
８

忠
別
ダ
ム
秋
イ
ベン
ト
を
開
き
ま
す

忠
別
ダ
ム
水
源
地
ビ
ジ
ョ
ン

　

忠
別
ダ
ム
水
源
地
ビ
ジ
ョ
ン
「
遊
ｉ

ｎ
ｇ
忠
別
」
（
堀
内
重
夫
代
表
）
は
、

「
忠
別
ダ
ム
で
遊
ぼ
う
秋
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
き
ま
す
。
○
カ
ヌ
ー
体
験
○
北
海

道
電
力
江
卸
発
電
所
見
学
○
「
大
雪
旭

岳
原
水
」
の
商
品
を
製
造
し
て
い
る
大

雪
水
資
源
保
全
セ
ン
タ
ー
ボ
ト
リ
ン
グ

工
場
の
見
学
と
自
然
観
察
―
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

８
月
31
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

　

正
午

場
所　

忠
別
ダ
ム
親
水
広
場
（
出
発
地

　

点
）

募
集　

75
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
を

　

含
む
）

締
め
切
り　

８
月
23
日
（
金
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

郵
便
番

　

号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

　

年
齢
、
連
絡
先
電
話
を
明
記
し
て
、

　

忠
別
ダ
ム
管
理
支
所
ま
で
。
☎
（
ｆ

　

ａ
ｘ
兼
）
82
|
３
８
５
３
（
平
日
午

　

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
、法
務
大

臣
メッ
セ
ー
ジ
届
く

　

７
月
１
日
、
松
岡
洋
信
旭
川
地
区
保

護
司
会
東
川
支
部
長
ら
が
来
庁
し
、
谷

日
時　

８
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
半

　

（
開
会
式
）
か
ら

場
所　

東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

幼
児
か
ら
一
般
町
民

種
目　

個
人
メ
ド
レ
ー
背
泳
ぎ
、
平
泳

　

ぎ
、
ビ
ー
ト
板
、
ラ
ッ
コ
ビ
ー
ト
板
、

　

バ
タ
フ
ラ
イ
、
ク
ロ
ー
ル
、
フ
リ
ー

　

リ
レ
ー

参
加
費　

３
０
０
円
（
１
人
）

締
め
切
り　

８
月
10
日
（
土
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

所
定
の

申
込
用
紙
で
参
加
料
を
添
え
て
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
。
お

問
い
合
わ
せ
は
会
長
の
吉
田
さ
ん
☎

82
|
２
４
７
９
、
事
務
局
長
の
武
田

さ
ん
☎
82
|
２
７
５
７

ミ
ニ
バ
レ
ー
交
流
会
を
開
き
ま
す

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

　

ミ
ニ
バ
レ
ー
で
楽
し
く
交
流
し
ま
し

ょ
う
。

日
時　

９
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
15

　

分
開
会
（
受
け
付
け
は
午
前
8
時
45

　

分
）

場
所　

東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

資
格　

ミ
ニ
バ
レ
ー
愛
好
者

種
目　

①
混
成
②
女
子
（
１
チ
ー
ム
６

　

人
以
内
）

参
加
料　

１
人
５
０
０
円
（
傷
害
保
険

　

は
各
自
別
途
）

締
め
切
り　

８
月
20
日
（
火
）
必
着

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

参
加
料

　

を
添
え
て
、
所
定
の
申
込
用
紙
で
事

　

務
局
の
大
城
さ
ん
へ
。
☎
（
ｆ
ａ
ｘ

垣
禎
一
法
務
大
臣
の
第
63
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
中
央
推
進
委
員
会
委
員

長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
松
岡
市
郎
町
長
に
伝

達
し
ま
し
た
。

　

同
運
動
の
実
施
月
間
に
呼
応
し
た
も

の
で
す
。
犯
罪
、
非
行
の
な
い
地
域
社

会
の
実
現
と
併
せ
て
、
過
去
に
犯
罪
、

非
行
を
犯
し
た
人
や
少
年
の
社
会
復
帰

を
進
め
る
生
活
基
盤
の
確
保
な
ど
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
保
護
司
５
人
が
訪
れ
「
仕
事

が
な
い
か
ら
再
び
犯
罪
に
走
る
。
社
会

に
出
て
更
生
す
る
た
め
に
は
就
労
支
援

が
大
切
」
と
社
会
で
更
生
す
る
た
め
に

働
く
場
の
確
保
を
訴
え
ま
し
た
。

気
象
台
が「
特
別
警
報
」を
新
た
に
運

用
開
始

旭
川
地
方
気
象
台

　

気
象
台
は
、
８
月
30
日
か
ら
「
特
別

警
報
」
を
新
た
に
運
用
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
警
報
発
表
基
準
を
は
る
か

に
超
え
る
異
常
な
現
象
が
予
想
さ
れ
、

重
大
な
災
害
の
起
こ
る
恐
れ
が
著
し
く

大
き
い
場
合
、
特
別
な
警
戒
を
呼
び
か

け
る
た
め
の
警
報
を
発
表
し
ま
す
。

　

「
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
る
場
合

は
、
お
住
ま
い
の
地
域
は
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
非
常
に

危
険
な
状
況
で
す
。
屋
外
の
状
況
や
避

難
指
示
、
勧
告
に
留
意
し
、
直
ち
に
命

を
守
る
た
め
に
最
善
の
行
動
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
重
大
な
自
然
災
害
が
増
え
る

傾
向
が
あ
り
、
過
去
に
経
験
の
な
い
現

象
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
重
大
な
自
然
災
害
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は

「
大
雨
」
「
津
波
」
「
高
潮
」
な
ど
の

各
種
警
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
こ
れ
ら
の
警
報
名
に
「
特
別
」
の

名
称
を
加
え
て
発
表
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
旭
川
気
象
台
防
災
業
務
課

☎
32
|
７
１
０
２
、
気
象
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.jm
a.go.jp/jm

a/kishou
/know/tokubetsu-keiho/index.ht
m
l第

２
回
警
察
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

北
海
道
警
察

　

本
年
度
第
２
回
警
察
官
採
用
試
験
を
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社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
16
日
か
ら
７
月
15
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

３
区　
　
　
　
　

金
内　
　

肇
様

東
雲
区　
　
　
　

菅
井　

一
夫
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４
時

ま
で
社
協
相
談
室
で
。
今
月
の
相

談
日
と
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。

８
月
15
日　

西
多　

孝
道

特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

そ の 他

選 考 方 法

入 居 予 定 日

敷 金

連 帯 保 証 人

お 問 い 合 わ せ

／入居申し込み者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場
　合には入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／8月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（保証人が２人いない場合は入居取り消し）
／住まい室 ☎内線115、116

定住促進課

●特定公共賃貸住宅（単身者用）
募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

①
・1戸（1階）
・30,400円～
　　46,500円

アヴニールⅠ
１LDK（37.2㎡） 西町1丁目9番

・オール電化住宅
・自治会管理の共同灯及びポン
　プ電気代は別途
・駐車場１台

・平成６年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・ユニットバス付き
・物置付き
・ペットは認められません

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居の親族がない単身の方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合せください

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（平成25年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は、定住促進課住まい室に用意しています
※３、４の書類は入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください

お申し込みに
必要なもの

受付期間 8月１日㈭～同月12日㈪

受付場所 定住促進課住まい室

募集戸数 1戸

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

８
月
は
北
方
領
土
返
還

運
動
の
強
調
月
間
で
す

北
海
道

http://www.police.pref.hokkaid
o.lg.jp/

自
衛
官
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

　

お
問
い
合
わ
せ
は
い
ず
れ
も
南
地
区

隊
☎
22
|
０
６
４
８
、
町
内
募
集
相
談

員
の
小
野
さ
ん
☎
82
|
３
７
３
７
、
樽

井
さ
ん
☎
82
|
４
７
０
２

▼
自
衛
官
候
補
生
（
男
性
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
性

受
付
期
間　

通
年

試
験
日　

９
月
１
日
（
日
）
、
同
月
２

日
（
月
）
、
同
月
19
日
（
木
）
、
同

月
23
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

川
市
春
光
町
）

▼
自
衛
官
候
補
生
（
女
性
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

女
性

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

６
日
（
金
）

試
験
日　

９
月
24
日
（
火
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

▼
一
般
曹
候
補
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
女

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

６
日
（
金
）

試
験
日　

第
1
次
試
験
＝
９
月
16
日

実
施
し
ま
す
。
採
用
区
分
は
警
察
官
Ａ
、

Ｂ
区
分
で
す
（
と
も
に
男
、
女
）
。

受
験
資
格　

▼
Ａ
区
分　

大
学
（
学
校

教
育
法
に
よ
る
、
短
大
を
除
く
）
等

を
卒
業
し
た
者
（
来
年
３
月
卒
業
見

込
み
者
含
む
）
で
あ
っ
て
１
９
８
１

（
昭
和
56
）
年
４
月
２
日
か
ら
１
９

９
６
（
平
成
８
）
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
▼
Ｂ
区
分　

Ａ
区
分

以
外
で
１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年
４

月
２
日
か
ら
１
９
９
６
（
平
成
８
）

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

採
用
予
定　

▼
男
性　

Ａ
70
人
、
Ｂ
１

３
０
人
▼
女
性　

Ａ
10
人
、
Ｂ
35
人

受
付
期
間　

８
月
７
日
（
水
）
〜
同
月

28
日
（
水
）
（
郵
送
ま
た
は
持
参
、

電
子
申
請
は
同
月
23
日
（
金
）
ま
で
）

試
験
日　

▼
第
１
次　

９
月
22
日
（
日
）

▼
第
２
次　

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

合
格
発
表　

10
月
４
日
（
第
１
次
予

定
）
、
最
終
合
格
者
発
表
は
12
月
６

日
（
予
定
）

お
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
警
察
本
部

（
札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目
、

☎
０
１
１
|
２
５
１
|
０
１
１
０
）
、

旭
川
東
警
察
署
（
旭
川
市
１
条
通
25

丁
目
、
☎
34
|
０
１
１
０
）
、
北
海

道
警
察
本
部
採
用
セ
ン
タ
ー
☎
（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
０
１
２
０
|
８
６

０
|
３
１
４

そ
の
他　

受
験
申
込
書
は
北
海
道
警
察

本
部
、
旭
川
東
警
察
署
で
配
布
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ

（
月
）
、
同
月
17
日
（
火
）
の
い
ず

れ
か
１
日

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
な
ど

▼
航
空
学
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の

男
女
（
高
校
既
卒
、
卒
業
見
込
み
含

む
）

受
付
期
間　

８
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

６
日
（
金
）

試
験
日　

第
１
次
試
験
＝
９
月
21
日

（
土
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

女
性
の
健
康
相
談
の
日
を
開
設
し
て

い
ま
す

上
川
保
健
所

　

上
川
保
健
所
は
女
性
の
健
康
上
の
幅

広
い
相
談
に
応
じ
る
た
め
「
女
性
の
健

康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
員
は
同
保
健
所
保
健
師

で
す
。

日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

北
海
道
上
川
保
健
所
（
旭
川
市

　

永
山
６
条
19
丁
目
、
上
川
合
同
庁
舎
）

内
容　

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
、
不
妊
、

　

子
ど
も
の
心
の
悩
み
と
健
康
（
不
登

　

校
、
引
き
こ
も
り
、
過
食
、
拒
食
な

　

ど
）
、
更
年
期
の
健
康
問
題
な
ど

費
用　

無
料

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

要
予
約

　

（
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
）
、
健
康

　

推
進
課
子
育
て
支
援
・
相
談
担
当
☎

　

46
|
５
９
９
２
（
土
、
日
・
祝
日
を

　

除
く
午
前
８
時
45
分
か
ら
午
後
５
時

　

半
）

年
に一度
は「
健
診
」を

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

「
健
診
」
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、

早
期
発
見
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
自
分
の

健
康
状
態
を
正
確
に
つ
か
ん
で
健
康
管

理
を
続
け
る
た
め
に
年
に
一
度
は
「
健

診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

被
保
険
者
（
ご
本
人
）
は
、
が
ん
検

診
の
内
容
を
含
む
「
生
活
習
慣
病
予
防

検
診
」
（
35
歳
以
上
74
歳
ま
で
）
、

「
特
定
健
診
」
（
40
歳
以
上
74
歳
ま
で
）

を
受
診
可
能
で
す
。
被
扶
養
者
（
ご
家

族
）
に
は
手
軽
に
受
診
で
き
る
「
特
定

健
診
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
年
か
ら
「
特
定
健
診
」
受
診
対
象

と
な
る
方
に
は
、
自
宅
に
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
健
康
保
険
を
任
意
継

続
の
方
は
、
直
接
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道

支
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
協
会
け
ん
ぽ
北
海

道
支
部
☎
（
代
）
０
１
１
|
７
２
６
|

０
３
５
２
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
協
会

け
ん
ぽ
北
海
道
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

ジェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
に
加
入
し

て
い
る
健
康
保
険
の
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
処
方
さ
れ
る
薬
の
中
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
は
30
％
以

上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お
財
布
に
優
し
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
国
が
効

き
目
や
安
全
性
を
実
証
し
た
先
発
医
薬

品
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
認
証
し
た
低

価
格
な
薬
で
す
。
薬
代
の
支
払
い
負
担

軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
協
会
け
ん
ぽ
北
海

道
支
部
☎
（
代
）
０
１
１
|
７
２
６
|

０
３
５
２
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
協
会

け
ん
ぽ
北
海
道
」
で
検
索
で
き
ま
す
。

洗
濯
機
の
脱
水
槽
で
大
け
が
す
る
事

故
が
起
き
てい
ま
す

（
社
）
日
本
電
機
工
業
会

　

電
気
洗
濯
機
の
脱
水
槽
で
指
を
絡
め

て
大
け
が
す
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

事
故
の
な
い
よ
う
使
用
説
明
書
な
ど
を

よ
く
読
ん
で
か
ら
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

脱
水
槽
が
完
全
に
停
止
す
る
前
に
洗

濯
物
を
取
り
出
そ
う
と
し
て
、
衣
類
が

指
に
絡
ま
り
、
指
を
負
傷
す
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
洗
濯
機
か
ら
洗
濯

物
を
取
り
出
す
時
は
、
脱
水
槽
が
完
全

に
止
ま
っ
て
か
ら
洗
濯
物
を
取
り
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
日
本
電
機
工
業
会

家
電
部
☎
0
3
|
３
５
５
６
|
５
８
８

７電
波
の
安
全
性
説
明
会
を
開
き
ま
す

北
海
道
総
合
通
信
局

　

電
波
の
安
全
性
に
関
し
て
正
し
い
理

っ
た
在
外
公
館
、
日
本
人
自
治
会
に
預

け
た
通
貨
、
証
券
類
の
う
ち
、
日
本
に

返
還
さ
れ
た
も
の
も
含
み
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
函
館
税
関
監
視

部
統
括
監
視
官
部
門
（
函
館
市
海
岸
町

24
番
４
号
）
☎
０
１
３
８
|
４
０
|
４

２
４
４
、
札
幌
税
関
支
署
管
理
課
（
札

幌
市
中
央
区
大
通
西
10
丁
目
）
☎
０
１

１
|
２
３
１
|
１
４
４
３

解
と
周
知
を
図
る
た
め
の
説
明
会
を
開

き
ま
す
。

日
時　

８
月
29
日
（
木
）
午
後
１
時
半

か
ら
（
開
場
は
午
後
１
時
）

場
所　

旭
川
勤
労
者
福
祉
会
館
（
旭
川

　

市
６
条
通
４
丁
目
）

定
員　

80
人
（
無
料
、
先
着
順
）

締
め
切
り　

８
月
26
日
（
月
）

申
し
込
み
方
法　

「
電
波
の
安
全
性
に

　

関
す
る
説
明
会
」
と
明
記
し
、
氏
名
、

　

連
絡
先
電
話
な
ど
を
明
記
の
う
え
、

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
省

北
海
道
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部
電

波
利
用
環
境
課
☎
０
１
１
|
７
０
９

|
２
３
１
１
（
内
線
４
７
４
５
）

f
a
x
☎
０
１
１
|
７
０
９
|
２
４

８
６
、
E
メ
ー
ル

denjikankyo-hokkaido@soum
u.

go.jp

戦
後
引
き
揚
げ
時
に
保
管
し
た
通
貨
、

証
券
類
を
返
還
し
てい
ま
す

函
館
税
関

　

終
戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
時
に
各

地
の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
、

証
券
類
の
返
還
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

返
還
の
請
求
は
、
本
人
ば
か
り
で
な

く
、
家
族
で
も
可
能
で
す
。
「
も
し
か

し
た
ら
…
」
と
お
気
づ
き
の
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

帰
国
前
に
旧
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、

豊
栄
、
留
多
加
な
ど
）
、
旧
満
州
（
瀋

陽
、
吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な
ど
）
に
あ
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学
ぶ
べ
き
も
の
は
天
然

　

２
０
１
０
年
５
月
、
定
年
退

職
を
機
に
東
川
町
に
越
し
て
来

ま
し
た
。
今
は
縁
あ
っ
て
、

「
地
域
子
ど
も
教
室
」
や
「
東

川
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」
の
お
手

伝
い
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
東
川

町
、
子
育
て
に
は
申
し
分
の
な

い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。 

　

北
海
道
が
大
好
き
で
、
夏
休

み
に
は
家
族
で
毎
年
の
よ
う
に

訪
れ
、
だ
れ
も
い
な
い
山
や
湖

を
探
し
て
は
独
り
占
め
の
気
分

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
２
人

の
子
ど
も
は
文
句
も
言
わ
ず
に

つ
い
て
来
ま
し
た
が
、
内
心
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
…
。
で
も
北

海
道
の
雄
大
な
自
然
の
中
に
身

を
置
く
こ
と
の
喜
び
は
感
じ
て

く
れ
た
よ
う
で
す
。

　

生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る

子
ど
も
の
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ワ
ン
ダ
ー
（
神
秘
さ
や
不
思
議

さ
に
目
を
見
張
る
感
性
）
』
は
、

大
人
に
な
る
に
つ
れ
、
自
然
か

ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
、
だ
ん
だ

ん
と
失
わ
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。

夜
空
に
輝
く
天
の
川
に
感
激
し

た
り
、
山
頂
を
吹
く
風
に
飛
ば

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、
自
然

の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
は

と
て
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　

や
が
て
わ

が
家
に
も
、

高
校
進
学

と
い
う
現

実
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。

『
知
識
』
よ
り

も
『
感
性
』
を
大
事

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
わ
が
子
が
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
学
校
を
選
ん
で
く
れ
た

と
き
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

そ
の
学
校
は
山
形
県
の
飯
豊

山
の
麓
に
あ
り
ま
す
。
全
校
生

80
名
弱
と
い
う
全
寮
制
の
小
さ

な
学
校
で
す
。

　

「
読
む
べ
き
も
の
は
聖
書
、

学
ぶ
べ
き
も
の
は
天
然
、
な
す

べ
き
こ
と
は
労
働
」
（
内
村
鑑

三
）
と
い
う
教
え
の
も
と
、
じ

っ
く
り
と
自
分
を
見
つ
め
る
こ

と
が
で
き
る
学
校
だ
と
感
じ
ま

し
た
が
、
本
人
も
そ

の
よ
う
に
思
っ

た
よ
う
で
す
。

　

教
科
の

学
習
と
と

も
に
、
鶏

や
牛
の
世

話
、
野
菜
や

米
作
り
と
い
っ

た
農
作
業
に
も
取
り

組
み
な
が
ら
、
山
深
い
自
然
の

中
で
自
分
の
感
性
を
高
め
て
く

れ
ま
し
た
。
全
寮
制
と
い
う
濃

密
な
人
間
関
係
も
プ
ラ
ス
に
作

用
し
、
生
涯
の
友
を
得
た
の
も

大
き
な
収
穫
で
し
た
。

　

帰
省
し
た
折
り
、
登
山
や

キ
ャ
ン
プ
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
学

校
の
様
子
を
い
き
い
き
と
話
す

兄
の
姿
を
見
て
、
下
の
子
も
同

じ
学
校
を
選
び
ま
し
た
。
在
学

中
は
、
私
た
ち
親
も
新
た
な
学

び
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
６

年
間
で
し
た
。
十
代
後
半
の
多

感
な
３
年
間
、
親
に
代
わ
っ
て

見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
先
生
方

や
地
域
の
方
々
に
は
今
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
い
つ
も
心
に
留
め

て
い
る
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ

ン
ダ
ー
』
（
レ
イ
チ
ェ
ル
・

カ
ー
ソ
ン
）
の
一
説
を
記
し
ま

す
。

　

「
わ
た
し
は
、
子
ど
も
に
と

っ
て
も
、
ど
の
よ
う
に
し
て
子

ど
も
を
教
育
す
べ
き
か
頭
を
な

や
ま
せ
て
い
る
親
に
と
っ
て
も
、

『
知
る
』
こ
と
は
『
感
じ
る
』

こ
と
の
半
分
も
重
要
で
は
な
い

と
固
く
信
じ
て
い
ま
す
。
」

学
ぶ
べ
き
も
の
は
天
然

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

　

介
護
保
険
で
は
、
福
祉
用
具
の
種
類
に

よ
っ
て
購
入
で
き
る
も
の
、
レ
ン
タ
ル
で

き
る
も
の
が
異
な
り
ま
す
。

　

保
険
を
利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
介
護
保

険
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
健
康

状
態
に
合
っ
た
福
祉
用
具
を
購
入
、
ま
た

は
レ
ン
タ
ル
で
き
る
よ
う
お
話
を
お
聞
き

し
ま
す
。
す
で
に
介
護
保
険
を
受
け
て
い

て
選
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
る
方
は
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
介
護
予

防
の
出
張
講
話
も
併
せ
て
承
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
役
場
（
内
線
５
０
８
、

５
０
９
）
で
す
。

用
具
を
購
入
す
る
に
は
？

Ｑ
・
介
護
保
険
で
購
入
で
き
る
用
具
は
ど

　
　

の
よ
う
な
も
の
？

Ａ
・
「
腰
掛
便
座
」
「
移
動
用
リ
フ
ト
の

時
に
全
額
負
担
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
は
、

購
入
時
に
金
額
の
１
割
だ
け
支
払
う
制
度

も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
・
福
祉
用
具
は
ど
こ
か
ら
購
入
し
て
も

　
　

よ
い
で
す
か
？

Ａ
・
「
特
定
福
祉
用
具
販
売
」
指
定
を
受

け
た
販
売
業
者
か
ら
購
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
指
定
業

者
以
外
か
ら
購
入

す
る
と
保
険
給
付

を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

（
介
護
保
険
を
受

け
て
お
り
選
任
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

が
い
る
方
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
）
。

用
具
を
レ
ン
タ
ル
す
る
に
は
？

Ｑ
・
介
護
保
険
で
借
り
ら
れ
る
福
祉
用
具

　
　

は
？

Ａ
・
対
象
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
介
護
認
定
「
要
介
護
２
」
以
上
で
レ
ン

タ
ル
で
き
る
用
具

「
車
椅
子
」
「
車
椅
子
付
属
品
（
電
動
補

助
装
置
な
ど
）
」
「
特
殊
寝
台
」
「
特
殊

寝
台
付
属
品
（
サ
イ
ド
レ
ー
ル
な
ど
）
」

「
床
ず
れ
防
止
用
具
」
「
体
位
変
換
器
」

「
認
知
症
徘
徊
（
は
い
か
い
）
感
知
器
」

「
移
動
用
リ
フ
ト
（
つ
り
具
を
除
く
）
」

▼
「
要
介
護
４
」
「
要
介
護
５
」
の
人
が

対
象

「
自
動
排
せ
つ
処
理
装
置
」

▼
そ
の
他

「
手
す
り
（
工
事
を
伴
わ
な
い
も
の
）
」

「
ス
ロ
ー
プ
（
工
事
を
伴
わ
な
い
も
の
）
」

「
歩
行
器
」
「
歩
行
補
助
杖
」

Ｑ
・
レ
ン
タ
ル
料
金
に
対
し
て
ど
の
程
度

　
　

ま
で
保
険
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ
・
レ
ン
タ
ル
料
金
に
対
し
て
９
割
ま
で

で
す
。

〔
例
〕
月
額
３
千
円
の
歩
行
器
を
借
り
た

場
合
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は

３
０
０
円
（
１
割
）
の
自
己
負
担
で
済
み

ま
す
。

介
護
保
険
で
福
祉
用
具
を
購
入
、レ
ン
タ
ル

体
の
運
動
機
能
を
補
っ
て
自
宅
で
安
全
に
暮
ら
す

介
護
保
険
で
福
祉
用
具
を
購
入
、レ
ン
タ
ル

体
の
運
動
機
能
を
補
っ
て
自
宅
で
安
全
に
暮
ら
す

つ
り
具
」
「
入
浴
補
助
用
具
」
「
簡
易
浴

槽
」
「
自
動
排
泄
処
理
装
置
の
交
換
可
能

部
品
」
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
・
購
入
す
る
時
、
保
険
給
付
は
い
く
ら

　
　

ま
で
？

Ａ
・
保
険
給
付
は
、
購
入
費
10
万
円
を
限

度
額
と
し
て
、
実
際
の
購
入
費
用
の
９
割

ま
で
保
険
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

〔
例
〕
５
万
円
の

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

（
腰
掛
便
座
）
を
買

っ
た
場
合
、
申
請
で

４
万
５
千
円
の
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
購
入
時
に

５
万
円
を
支
払
い
、

後
日
申
請
を
す
る
と

自
己
負
担
は
５
千
円

に
な
り
ま
す
。
購
入

　

高
齢
の
方
が
自
宅
で
長
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
保
険
は
福
祉
用
具
の
購
入
、レ
ン
タ
ル
に
も
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
自
宅
で
で
き
る
だ
け
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護
保
険
を
活
用
し
て
福
祉
用
具
を
利
用
し
、
体
の
運
動
機

能
を
補
い
な
が
ら
暮
ら
し
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
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☎ 申し込み

参加自由
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申し込み
申し込み

予約

予約

infomation
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が
し
か
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n of photography

□
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行
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役
場
　□
編
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総
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課
企
画
財
政
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
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【8月分】

＜親子遊び体験教室＞
２日㈮
９日㈮
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
５、６、７、19、20、21、26、27、28日
27日㈫午後開放（対象０～１歳）………………13：00～15：00
会場は幼児センターです！

「うちわ作り」……………………………10:00～11:30
「未満児交流会（うさぎ組）」……………10:00～11:30

会場は予防接種、後期高齢者健診以外は保健福祉センターです

1日㈭
1日㈭

8日㈭
9日㈮

19日㈪

29日㈭
30日㈮

8月の行事
第７回大雪山忠別湖トライアスロン大会（前９時
15分、忠別ダム親水広場スタート会場）
第20回写真甲子園大会開会式（後４時、農村環
境改善センター、９日まで）
国際写真フェスティバル（第29回写真の町東川
賞授賞式、受賞作家写真展、受賞を祝う集い＝
後２時から、農村環境改善センター、文化ギャラ
リーなど、11日まで）
どんとこい祭り（正午から羽衣公園ステージなど、
11日まで）
第21回東川町民水泳大会（前9時半、Ｂ＆Ｇ海洋
センター）
台湾合唱団コンサート（後４時半、農村環境改善
センター）
家畜感謝祭（後４時半、家畜感謝の碑）

第11回てっぺん祭り（前10時、東川町農協駐車
場広場）

４日㈰

６日㈫

10日㈯

18日㈰

28日㈬

９月１日㈰

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

移動献血車来庁　
、2日㈮　小学6年生二種混合予防接種
（町立診療所）
じっくり子育て相談
もぐもぐ教室
乳幼児健診

（通知者以外は14:30～）
後期高齢者健診開始
（町立診療所、来年1月29日まで）
エキノコックス症検診
エキノコックス症検診

　

13:00～16:30

13:00～14:00
13:15～

15:00～17:00
17:00～19:00

【9月分】
6日㈮

11日㈬
27日㈮

ごっくん教室　
乳幼児健診　
栄養教室
１歳６カ月児健診

９月の健康体操教室申し込みは26日㈪9:00から
来所、電話、Faxでお申し込みください
※８月15日㈭、16日㈮は サロン、食堂お休み

８日㈭
９日㈮
20日㈫

23日㈮
28日㈬
29日㈭

アロマでうちわ作り講習会
健康体操教室
ここりん研修会、自閉症入門講座⑤

健康体操教室
おとなり会（茶話会）
ビジネスマナー講座

14:00～15:00
10:00～11:00

10:00～11:30
10:00～11:00
14:00～15:00

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共化ギャラリー

東町1丁目19-8文

インフォメーションインフォメーション

○10㈯～9月4日㈬
　▶第29回写真の町東川賞受賞作家作品展
　▶写真インディペンデンス展

※8月9日㈮まで全館清掃と展示準備のため休館


